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HAJはこれまで19賀年カシミール・ ヒマラヤ・

ヌン (7,135m)、 ガルワール・ ヒマラヤ  トリス
ル ⊂峰 7,120m、 他 )において登山学校遠征を実

施 し、多くの会員が頂上に立つな どめざましい成

果をおさめてきました。

1980年遠征は、このほど解禁 されたイン ドのガ

ルワール・ ヒマラヤ ガンゴ トリ山群において実
施 します。ガンゴ トリ山群は、これまで外国隊 の

入域が不可能であったところです。 HAJは いち
早く解禁の情報を得て、ケダルナー ト(6,94()m)を

申請 し、許可を取得 しました。

この登山学校遠征は、単なるパ ッケージ登山と

は全く異なり、隊員全員が遠征 の最初の段階か ら

計画 し、準備 し、自らの手でタクティクスを組む

ものであり、遠征のすべてを体験することによっ

て次へのステ ップとすることをね らっています。

もちろん、リーダーおよびイ ンストラクターは

HAJが 経験ゆたかな人材を派遣いたします。

安全に、楽 しく、そして全員登頂を原則と します。

日本を出発 して帰るまで28日 間によるヒマラヤ

の高峰登頂にチ ャレンジ してみませんか。

◇期 間  1980年 9月 14日 ～10月 11日 (器 日間 )
◇目 標  ケダルナート(6,940m)
◇負担金  1人 650,000円 。 (個 人装備を除いて、

遠征に要す る一切の経費を含む )

◇申込み  HAJ事 務局へ

◇定 員  20名 (リ ーダー・ インス トラクター医
師を含む )

依 田 孝 喜
1954年の第 2次マナスル登山隊は、山麓サマ村のチベッタン住民の妨害にあって、転進を余儀なくされ、ガネ
シュ・ヒマールに向った。写真はその時のベースキャンプ(ト ロゴンパ氷河4,0(X)m)か ら見たガネシュ主峰の北面。

もう26年 も昔の姿だが、その峻険な山容は今とて少しも変わることはあるまい。

(よ だ たかよし 日本山岳会会員 )
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1980年、100号を迎えて

日本ヒマラヤ協会々長

柴田 金之助

会員の皆様明けましてお目出とうございます。

昭和 55年新年に当リー言御挨拶申上げます。
平素はHAJの 運営のために理事並びに会員の各位格別の御骨折御
協力を賜り員に辱く厚く御礼申上げます。

御陰を以ちまして本会発足以来年々着実に歩を進めて参 り本年度で

14ケ年の経過を見、機関誌「 ヒマラヤ 」は 100号 を数えるに至り
ました。この間国内各地でのヒマラヤ集会では夫々多大の研修成果

を収められ又会員夫々のグループが毎年海外遠征計画を打出されそ

して実行に移され見事にその目標を達成せられましてHAJの 海外
遠征実績は面目躍如たるものがあります。

この様な年々のHAJの 計画及び実績が益々認識されまして現在
では会員が 800名を越す様な隆盛を見る様になりましたのは同慶の

至りです。

そして又多年来の念願でありまする本会の法人化につきましては

文部省の制定する諸條件に適う様資産の拡充を計り又東京事務所開

設等歩一歩地固めをしまして本年こそは正式に法人として認下され

るべく鋭意努力をして居ります。

また本年度の海外遠征計画も縦来には見られなかった様な大規模

な計画が既に実行に移され着々と而も周到な準備が進められて居り

ますことは御承知の通りです。

以上多くの課題を抱えまして本年度を滑り出しましたHAJの 運
営に対 しましてより良き成果が挙げられます様会員各位一層の御協

力を賜ります様一重に御願致しまして新年の御挨拶に代えさせて戴

きます。
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連載 《12》

ヒマ ラヤ放 談
1959年、あの世界を騒がせたチベット動乱の

さ中、イン ド～シッキムのルー トで単身チベット

に潜入 した日本人記者がいた。 しかもその直後、

亡命中のグライ・ ラマをシツグリでキャッチし、

動乱勃発後初めて外人記者によるインタビューに

成功。注目の記事を日本に送 り込んできた。サン

ケイ新聞の野田衛 (のだ・ まもる )氏である。聞

けば、シッキム、ブータン両王家と特別な懇意で、

つい最近も、王女の結婚式に招かれて、シッキム

に行 ってきたばか りとのこと。今月は、その野田

氏から知 られざる動乱前夜のインド、シッキム秘

話を中心に、かの地の興味ある話題を提供 しても

ら った。

入国 3日 めで動乱勃発

―
チベットヘ行かれたのは、いつ頃のこと

ですか?

野田 1959年 (昭和 34年 )、 あのチベ ット

動乱の年です。 3月 末から4月 初め頃だった。

一
 どういうことで行かれたんですか?

野田 シッキムのガントックヘ行ってたら動乱
が起きて閉じ込められたんです。南へは下れない

ということで、インドに帰れない。それならこの

機会に逆に北へ行って国境を越えてみようと思っ

てね。ナトゥ0ラ を越えてチベットのヤトンに行

ってきた。

一
シッキム自体、行くのは大変だったと思

いますが……。しかも、そんな時代に。

野田 国王に招待されてたんですよ。もともと
ブータンヘ行くつもりで出かけたんだけど、3月

というのは時期が早すぎて、5月 ぐらいのモンス

ーン前がちょうどいいんです。で、 1カ 月程暇が

あったから、シッキムヘ寄ってみることにした。

3月 12日 にガントックに入ったんだけど、 3日

めにして動乱勃発で動けなくなってしまった。そ

れでヤ トンヘ行った り、シッキム内をぶらぶらし

たりしていた。

一
 シッキムから入ってチベットをのぞいて

野田 衛
サンケイ新聞編集委員

くるなんて、すごい体験ですね。西川一三以来じ

ゃないですか。

野田 古いことを言えば、多田さんとか鹿子木
さんとか……。

一
戦後はちょっといないでしょう。

野田 戦後はもう入れないでしょう。赤旗の記
者が北から入ったことがありますがね。

ブータン王妃のプレスガード

一
シッキム国王とはどうしてお知りあいに

なられたんですか?

野田 日本に遊びに来た時に知りあったんです。
最初に知りあったのはシッキム王じゃなくて、ま

だ若い頃のブータノ王妃です。今のブータンの王

様がまだ4つ ぐらいだった。シッキム王家とブー

タン王家は姻戚関係にありますから。

一
それは何年頃のことですか?

野田 57年 (昭和 32年 )です。香港までの
了解を得てショッピングに来たんです。シッキム

は当時インドの保護領で、そこの王妃一行ですか

ら、むやみやたらと勝手には歩けない。で、香港

の出先機関のOKを取り付けて日本まで足をのば

したんですね。

一
それをうまくキャッチしたわけですか。

野田 いや偶然ですよ。当時私は横浜で海事記
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者をしていた。海事記者というのは、港から出入

りする珍らしい外国人を取材する仕事なんです。

当時は飛行機のスピードが遅くて、空の旅があま

り快適でなかったから、ちょっとした人はみんな

船でやって来た。いろんな政治家が来たり、マー

ロン0ブ ランドが来たり……。

―
そしてある日、ブータンの王妃もやって

来たわけですね。

野田 そうです。たまたまその時私 1人で取材
に出かけた。ところが向こうはさっきも言ったよ

うに香港の出先機関のOKだけでこっそりやって
来たわけですから、新聞種になるのを嫌がるんで

すよ。私も最初取材を断わられたんです。でも、

東京には競争紙がいっぱいありますからね。私が

書かなくても、どうせそのうち他の新聞に書かれ

てしまいます。そこで考えた。「新聞社の取材攻

撃からガードしてやろう」とね。つまり、プレス

ガードをひきうけたわけです。日本に11日 ぐら
いいましたけど、その間私の方は適当な時間に抜

け出して来ては見物の案内をしたり、ショッピン

グを手伝ったりしましたよ。

一
それですっかり仲良くなったわけですね。

野田 その時来日したのは、今のブータン国王
の祖母とその姉なんです。ブータン王の祖母とい

うのは、当時のシッキム王の妹です。ラニ・チュ

ニ・ ドルジといって、大変な女傑です。今のブー

タン王国をあそこまで仕立てたのは、殆んど彼女

の功績といっていい。あとでわかったことだけど、

大正時代にも一度来日してるんですよ。で、すっ

かり親しくなって帰ったんだけど、そしたらその

翌年になって今度はシッキム国王が日本に来るこ

とになった。もちろん、彼女が「よろしく頼みま

す」と知らせてきたわけで、またレセプションを

したり……。

一
それが 1958年ですね。

野田 そうです。この王様がなかなかの酒呑み
でね。我々の行くような安酒場にも気軽に出かけ

るもんだから、よく一緒に飲みに行きましたよ。

そうこうしているうちに、「私の国にも遊びに来

なさい」ということになった。まあ、そんなとこ

ろが、私とブータン、シッキムとの最初のふれあ

いということですよ。

―
それ以前からもあの辺には興味をお持ち

だったんでしょうね。

野田 ええ、それはおもしろい地域ですからね。

車中でダライ・ラマと会見

一
それでこっちから出かけることになった

のが、59年 (昭和 34年 )ですね。
野田 そうです。まず行ってみて意外に開けて
いないと思いましたね。というのはシッキムヘ行

くのは初めてでも、シッキムの王家の人たちとは

2年も前からつきあっていたわけです。で、その

人たちというのは、つきあってみると、人間とし

て大変立派な人たちなんですよ。しかも、持って

いるインテリジェンスが大変高い。

一
なるほど。そういうものに長く接してい

たから、行く前からある程度の文化 レベルの高さ

を予想されていたわけですね。

野田 高いだろうという先入感があった。とこ
ろが行ってみると、言語に絶する程の格差がある

のにびっくりしてしまった。だけど、その格差に

馴れてきてから、他の低開発国と比較してみると、

遅れてる人たちのミニマムはむしろ高いと思いま

したね。これは確かに言えることですよ。

一
インドからシッキムヘは、だいたぃ今と
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同じようなルートで入るわけですか。

野田 そうです。当時、シリグリの空港がただ
の川原みたいな所でね。そこからシリグリの町ま

で歩いて行きました。シリグリで山へ入る準備を

します。今のように公共の交通機関はないですか

ら、公務の車に便乗するとか何らかの対策を構じ

なければなりません。私は個人の車をチャーター

して、とりあえず、カリンポンまで入りました。

一
その頃はまだ動乱が起る前ですね。

野田 そう0。 ただ、カリンポンにいた頃か
ら様子はおかしかったですね。カリンポンという

のは今でもそうですが、当時はもっと強烈に「東

西の接点」として揺れ動いていました。そりゃも

うスパイの巣窟という感じです。CIAの出先と
か北京の出先とかいったのがウヨウヨしている。

チベット人の中でも親北京派と反北京派がいて、

それぞれが新聞を出して宣伝合戦をやってるよう

な情況です。

一
マスコミ人としては、ちょうどいい時に

いい所へ行ったということになるわけですね。

野田 普通はニューデリーからニュースを取る
わけだから、かなり動乱に近い所にいたことには

なりますね。あの時、グライ 0ラ マが行方不明に

なって、皆が捜していた。インドに入ったという

ことがわかってから、世界中の記者がインタビュ

ーしようとして追跡したけど、なかなかつかまら

ない。そんな時にたまたま私がグライ・ ラマと会

ってしまったんです。これはシッキムから帰って

きてからのことですがね。

一
どこで会われたんですか?

野田 シリグリです。汽車の中で会ったんです。

一
 グライ・ ラマは簡単に会ってくれたんで

すか?

野田 簡単じゃあないです。ただ、私はシッキ
ムの王子と一緒だったから、その随行員という立

場で会ったんです。偶然のタイミングでしたね。

亡命してから外国の記者と会ったのは、私が最初

でしょう。

一
あの時期にグライ・ ラマをダイレクトに

インタビューしたというのは、大変なことですね。

生の声が世界に先がけて日本に入ってきたわけで

すよね。

野田 あれからですよ。皆がワァーッと騒ぎ出
したのは。

ナトウ・ラからヤトンヘ

一
その時のグライ・ ラマー行というのは、

かなりの人数だったんですね。

野田 ええ、多勢いました。

一
 グライ・ ラマの財宝というのは、どうな

ったんでしょうか。

野田 グライ 0ラ マの亡命は51年に続いて 2
度めですからね。その間にグライ・ ラマだけじゃ

なくて、チベットの特権階級の財産はインドヘ流

れていましたよ。そのルートに、ナトゥ・ ラ越え

の道が使われていたらしい。

一
 ダライ・ ラマに会う前にそのナトゥ・ ラ

を越えてチベットに入ったわけですね。

野田 ええ、ヤトンヘ行きました。国境から
"マイルぐらいですから、ほんのわずかですけど。

一
ヤトンのあたりというのは、砂漠のよう

なものですか?

野田 まあ、荒地ですね。

一
 ラグックのような……。

野田 いや、木はありますよ。谷は広大です。
ヤトンの町は何処にでもあるようなバザールです

ね。ただ、私が行った時は、もう住人はみんな逃

げちゃった後で、ゴーストタウンだった。カンバ

のグリラが住んでるくらいでね。

一
ナトゥ・ ラからはたくさん山が見えるん

んすか?

野田 いや、展望はそんなに効かないです。峠
自体は「なんだ、こんなもんか」というような所

-4-



ですよ。国境のチ ョルテンが、ぽっんとひとつ建

ってるだけでね。あたりは雪に被われて、荒涼と

していました。峠の手前に小さな湖があって、こ

のあたりはいいですね。結氷湖で、夏でも半分く

らいしか溶けない。

一
そのあたりで標高はどのくらいですか?

野田 私の高度計で 4,200だ った。ナトゥ・ ラ
が 4,300ち ょっとでしょう。湖のさらに手前に、

「バンドラ●マイル」 という所があって、つまり

ネパール語の15マイルですね。距離が地名にな
っちゃってるんだけど、ここに駅舎があって、そ

こまでは車で入れます。昔は峠を越えて向うまで

道路が通じてたんだけど、戦後になって壊しちゃ

ったんですね。

一
その後もシッキムに入られてますが、あ

とどんな所に行かれました?

野田 マンガンからラチェンの奥とか、あとラ
チュンにも行きました。

一
マンガンからラチェンを通ってチベット

ヘ向う道というのは、戦前に英国のエベレスト隊

が使ったルートですね。

野田 そうです。

アンチ・インドの動向

―
シッキム人の生活様式というのは、どん

なものなんですか?

野田 人種によって職業が違いますね。レプチ
ャは完全な農耕民族です。チベット人は運輸業と

でもいうのですか、馬方とかいった連中ですね。

彼らは百姓はやらないです。といぅのは、チベッ

トで農耕に携わるのは農奴なんですよ。シッキム

に来たチベット人に農奴はいないんです。

一
チベット人とレプチャ人はすぐ見分けが

つきますか?

野田 そりゃもうぜんぜん違う。チベット人の
ほうが体格もいいし、世にたけている。レプチャ

は素朴で、古いタイブの農民です。

一
シッキムには、ネパール人もかなり住み

ついているんでしょう?

野田 ネパール人の進出は、シッキムの歴史を
変えた大きな要因といえますよ。もともとのシッ

キムの上着民というのはレプチャなんだけど、こ

こへ 17世紀頃にチペッタンが入ってきて土着し
た。この「チベット系シッキム人」が、今の王家

です。この王家は、レプチャの農耕経済の上に成

り立っていたんです。ところが、ネパーリゃペノ

ガリの進出が、このパターンを崩してしまった。

彼らはレプチャより文化レベルが高いし、農耕技

術もはるかに上まわっている。そこで新しい土地

をどんどん開墾して、経済力を拡大していった。

今や南部の土着は殆どネパーリといっていい。こ

の勢力が王制打倒の大きな推進力となったんです。

もちろん、インドの後押しがあってのことですけ

どね。インドはインドで、周辺諸国に対する大国

主義と対中国関係を優利にするために、この勢力

をうまく利用したともいえます。

一
なるほど、75年 (昭和50年 )のイン

ドのシッキム合併のパターンがそのあたりにある

わけですね。それで、以後の動きはどうですか?
アンチインドの巻き返しはないですか?

野田 この前の州選挙ではネパール系が大敗し
ました。ただ、そのアンチインド、アンチネパー

ルが、どういう方向へ行くかというと、これは一

概には言えないです。インドは、選挙の結果を王

制復古に結びつけて、恐れたようですが、私はそ

れはあまりないんじゃないかと思います。という

のは、今のレプチャのインテリには、イアド支配

に反対だが、王制にも反対という思想が多いんで

す。これはきわめて教科書的なデモクラシーで、

実は旧国王自身の思想なんです。また王妃 (ア メ

リカ人 )がア/チインドの急先鋒でもあり、この

あたりの影響が強いですね。

一
王家は現在、政治的権限を多少でも持っ

てるんですか?

野田 公的に認められた政治的権利はないです。
経済力はありますがね。あと、プリンスとかぃう

尊称は慣例として残っています。まあ、これから

どうなるかというのは、私にもよくわかりませんよ。

一
シッキムやブータンには、これからもま

だまだ行ってみたいですか?

野田 行きたいですねえ。おもしろいし、それ
に20年もつきあっていたら、もうシガラミにと
りつかれたようなものですよ(笑)。

一
 どうもありがとうございました。

5-      (イ ンタビュー構成 角田不二 )
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≪中国 。ネパール>
マナサ ロワールヘの巡礼

1979年からネパール人巡礼者に限って外国人

のマナサロワール湖への巡礼が許可されている。

言うまでもなくマナサロワール湖は聖山カイラ

スを写すヒソズー最大の聖地である。

許可されたといってもそこは重要な辺境に位置

しているため厳しい制限付きである。

巡礼者達は、イ /ド・ ネパール・ 中国の 3国が接

するリプ・ レク付近から密閉されたホロ付 トラッ

クに押しこめられ、周囲をうかがうことはできな

い。もちろん周りは中国軍によって監視されてい

るらしい。

着いた湖では、わづか 1時間の滞在が許される

のみで、巡礼者達はあわただしく祈 り、沐浴を済

ませる。

なお、インド人には許可されていないが、中国

外務省高官筋によれば慎重に検討されているとい

う。このことはインド側でも再三にわたり要請を

行なっている。

チベ ッ トとネパールの話 し合い

昨年、ネパール政府の高官がBeijingを訪れ、

①カトマ/ズ ー ラサ道路およびラサー 中国鉄

道を国外貿易のため使用すること ②チペットを
経て中国への外国人観光客侵入等について話し合

ったといわれる。

1978年ネパールの観光客は 156ユ 23人

観光省の発表によれば78年中にネパールを訪れ

た外国人は次のとおりとなっている。これは前年

比 32.25%増である。

なお、η年1月～6月の訪問者は75,182人で、

前年を3,000人余上回っている。

インド(30,487人、19.5%)、 USA(20,504

人、13.1%)、 フラノス(15,432人、9.9%)、

西ドイツ(12,908人、8.3%)、 イギリス(10,

602人、6.8%)、 日本(10,478人、6.7%)、

オーストラリア(7,460人、4.8%)、 イタリー

(7,205人、4.6%)

トータルでヨーロッパ諸国が43.8%、 アジア

諸国が33.6%となっている。

≪インド>
カシミールに登山学校

インドは、カシミールに登山学校を開設すべく

計画中で、今年度開校をめざしている。

本年早々に IMF総裁HOC・ サリーン氏らの
スタッフが学校敷地の適地選定等に助言を与える

ためカシミールを訪れる。

カシミール州政府観光局は近年登山にひじょう

に力を入れており、昨年は
"余
隊のインド隊をは

じめ多くの外国隊が入っている。

アクシデント発生に備えて全隊がワイヤレスセ

ットをたづさえスリナガールのコントロールルー

ムと連絡がとられている。観光局ではそのために

高出力の無線機を備えている。

遭難救助委員会は、警察・観光局・陸軍・空軍

から編成され、救助活動用ヘリコプターを用意し

ている。

①アプドゥルワッハープ●ブーディバ著/伏見楚

代子・美観橋一郎共訳、「イスラム社会の性と風

俗」、桃源社、 198001、 278p、 1,800円。

②水野清一・長広敏雄訳、「青
『
]石窟の研究」、

同朋舎、1979・ 、全三巻、揃価 28,000円。

③名取洋之助、「麦積山石窟」、岩波書店、

1979012、  136p、  4,800円。

④並河亮・並河萬里、「バーミアンの鳩笛一 セ

ントラル・ シルクロードー 」、玉川大学出版部、

1979・ 12、 190p、 950円。(玉川選書 115)

⑤奈良康明、「仏教史・ I(イ ンド0東南アジア

)」 、山川出版社、1979e12、 504p+34p、

1,900円 、 (世界宗教史叢書・第七巻 )。

③マヘンドラ・ グプタ著、奈良毅・田中 玉訳、
「大聖ラーマクリシュナー 不滅の言藩」、三学
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出版、1980・ 1、 188p、 870円。

⑦吉田喜久治、「山が山であったころの山登りの

話」、木耳社、 1979・ 12、 467p、 3,800円。

③村井葵、「高峰への挑戦一 高所における自己

管理技術一 」、岳 (ヌ プリ)書房、197901・2、

225p、  1,500円。

◎深井聡男、「インドを歩く一 三千世界の旅ガ

イド」、ゆう出版局 0発行/中和印刷出版部・発
売、1979012、 319p、 1,200円。

⑩第 14世 グライ・ ラマ/菅沼晃訳、「大乗仏教入
門」、蒼洋社・発行/英潮社・発売、 198001、

270p、 4ρ Oo円。

①ジェイムズ●オールドリッジ著/中村妙子・訳、
「タチー はるかなるモンゴルをめざして一 」、

評論社、 197806、 222p、 980円、(児童書)。

⑫松濤誠達、「ウパニシャッドの哲人」、講談社、

1980・ 1、 399p+4p、 1,500円、(人類の知
的遺産・第2巻 )。

○ツルティムケサン・著/新井慧誉・訳、「チベ

ットの学問文庫」、19790 、A5、 80p、
1,500円、(寿徳寺文庫 )。

⑭大坪義光、「シルクロード放浪記」、冬樹社、

198001、  250p、 980円。

①中島正 、「 ビルマ鎮魂歌」、中央公論事業出
版・製作/丸ノ内出版 。発行、198001、 300
p、  2,000円 。

⑩Waddel,LA.:Amott t“ Himalayas,rept.,

Calcutta,K,P,Bagchi,1979,xvi― +425p,

4maps,Rs。 120ノ/二 ●

⑫Allen,BC&:Gazetteer Of Bengal ttd

Nbrth― ElaSt l ndia,rept。 ,Calcutta,KoP.

BagChi,1979,705p,map,R,s.250//:-0

①Miackenzie,Ale】 uしnder.:The North― East

〕FlrOntier Of lndia,lst ed。 1884,rept.,

Calcutta,K.P.Bagchi,1979,605p,map,

Rs.180/-0

⑩ Rmberton,RB.:Eastem FrOntier of ldia

lst ed.1835,rept.,calcutta,K.P.

BagChi,1979,19 tableS,xx+355p,Rs.

90/―・

⑩ Stein,Aurel.,Sir:Serindia in 5 Юls.,

H:MALバMA NEWS■■
(lst ed。 1921),rept。 ,1)elhi,Motilal

BanarSidas,1980。

刊行予定
"1.I―

Ⅲ 1980年春 ,

V01.Ⅳ―V1980年秋。
日本円で組価 120,000円程。

カンチ隊幕岩 を登る (合宿 )

79年 12月 29日 ～80年 1月 3日 にかけて、
カンチェアジュンガ隊は、北ア・唐沢岳幕岩にて

合宿を行なった。 15名の隊員が参加し、3パー

ティに別れて下記のルートを登はんし、終了後は

幕岩尾根を登りつめ、唐沢岳頂上を踏み、北尾根

～C沢 を下降した。下山後は茅野の清水隊長宅へ

参集し、2日夜～ 3日 にかけてミーティングを行

ない、3日昼解散した。

≪登はんルート≫

④右稜 清水澄、山森欣一、八木原囲明、今野一
也、保坂昭憲 (12/30～ 31)
〇山嶺第ニルート 山田昇、藤倉和美、若尾巻広、
小松伸、福山茂 (12/30～ 1/1)
⑥明峰ルート 尾形好雄、八嶋寛、角田不二、谷
岡俊匡、三階義治 (12/30～ 1/1)
※③は冬期第二登、Oは冬期第三登。

セ ミナ ー トレッキ ング隊帰 国

年末より派遣していたHAJセ ミナートレッキ
ング隊 (岩水竜峰隊長、五百沢智也講師ら21名 )

は無事活動を終え、さる1月 16日 (水)18名 が
帰国した。途中、高度障害にかかって倒れる隊員

も出たが、無事救出され他隊員とともに帰国した。

詳しくは 11ペ ージの「 速報 」を参照のこと。
なお次号にて「特集」としてさらに詳 しく報告し

ます。
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日本ヒマラヤ会議・予告

この会議は、日本山岳協会をはじめとする関係諸団体との提携のもとに、全国を広くカバーして多くの

ヒマラヤ志願者に向けて行う研究集会です。

情報過多ともいえる中にあって、一面では後退現象も見られる最近のヒマラヤですが、この会義は遠征

とその周辺に関して多角的に考究し、最新で正確な情報を提供するとともに、基礎的な面を重視した内容

で開催いたします。

今年は第 1年度ですが、今後開催箇所数を増やし、内容を充実して行くつもりですので会員内外多数の

参加を期待します。

2月 24日 (日 )9.30～ 17.00   ※終了後HAJ会員による集会を開催します。

≪場所≫ 京都府青年会館

≪日程>
9.00～ 9.30受付

9.45 開会 0参加者紹介

10.00～ 12.00地域研究 (最新事情・記録・

他 )イ ンド・ ヒマラヤ 稲田定重 (HA
J専務理事 )

12.00～ 12.30昼食

12.30～ 14.00同 ネパール 0ヒ マラヤ 小松

幸三 (カ モシカ同人ダウラギリ縦走登山隊

副隊長 )

14.00～ 15。 30同 カラコルム●ヒ/ズ ークシ

ュ 講師交渉中
15。 30～ 17.00ヒ マラヤ登山における遭難解

析とその防止 山森欣一 (HAJ事 務局長
1980カ /チ ェンジュ/ガ偵察隊々長 )

17.00閉 会

≪参加≫

この会議の趣旨に関心を有する者で、所属・経

験等を問わない。 (60名 )

参加費 :2,000円 (資料費 0他 を含む )

参加申込み :

皿皿皿腑皿船皿棚皿3月 9日 (日 )9。∞～17.00
≪場所≫ 日本中央競馬会札幌場外センタ

≪日程≫

9.00～ 9.30受付

9。 45 開会・参加者紹介
10.00～ 12.00地域研究 (最新事情・記録・

他 )イ /ド ●ヒマラヤ 稲田定重 (HA
J専務理事 )

12.00～ 13.00昼食

13.00～ 15.00同 、共産圏の山  々 田村俊介
(日 山協海外常任委員 )

15.00～ 17.001司 、カラコルム●ヒンズーク

シュ 広島三朗 (日 山協海外登山委員長 )

17.00 閉1会

≪参加≫

この会議の趣旨に関心を有する者で、所属・経

験等を問わない。 (50人 を定員とします )

参加費 :1,500円 (資料費・他 )

申込み :

-8-
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ライ トエクスペディションを中心として、イン

ド●ヒマラヤにおける登山は近年ひじょうな隆盛

を示しつつあり、本年はガ/ゴ トリ山群の解禁も

手伝って日本から10数隊の申請が出されています。

しかしながら、毎年少なからぬ トラブルが発生

しているのがインド・ ヒマラヤにおける登山であ

ります。また、多くの隊が出ていながら日本隊間

の連携は殆んどなされていない状況です。

この交換会は、計画各隊及びこの地域に関心を

有する者が一堂に会し、お互いに持てる情報を交

流し、また連携について話し合い、遠征がよリス

ムーズに行われることを目的として開催するもの

です。

≪主催≫ 日本ヒマラヤ協会 (HAJ)
≪後援≫ 日本勤労者山岳連盟
≪日時≫ 1980年 3月 16日 (日 )10時～16時

≪場所≫ 日本ヒマラヤ協会ルーム(東京都新宿
区高田馬場 3-23-1

下車 7分 )

≪日程≫

10.oo開会 0参加者紹介

10.15～ 12.00各隊計画概要発表

12.00～ 12.30昼食

12.30～ 14.30イ ンド・ ヒマラヤにおける登

山事情 (通関・輸送・渉外その他アプロー

チ事情、スライ ドーガ/ゴ トリ)

14.30～ 16.00懇談会 (情報交換及び協力の

可能性等 )

16.00 閉会

≪参加≫

会費 :1,500円 (資料・ 昼食費等含む )

申し込み :1980年 2月 29日 まで下記へ。 25

名を定員とします。

〒 160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル新館 506

日本ヒマラヤ協会 
(10.00～ 18.00)

広島集会の御案内

中国 。四国地区のHAJ会 員を対象に地域会員
集会を下記により行います。

ガンゴトリ地域を中心とする最新のインド・ ヒマ

ラヤ情勢、ネパール事情、カラコルムにっぃて勉

強する良い機会ですので多数の参加を希望します。

≪ 日時≫  1980年 2月 23日 (土)13時～ 17時

≪場所≫  RCC文化セ ンター 広島市橋本町 5-
1l TEL 0822-22-2277

≪日程≫  13.30 開会 0参加者紹介
13.30～ 15… 30地域事情 (ス ライ ド含む )

①インド0ヒ マラヤ

～ 2月 23日 (土 )～

②ネパール・ ヒマラヤ

15.30～ 17.00カ ラコルムの研究法

17.00閉会

※集会終了後、会場を移してHAJ会 員懇談会
を開催します。

≪申し込み≫

※会費 :飲物代として 500円 (当 日 )

※講師 :稲田専務理事・他
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100号特別寄稿

「ヒマラヤ」よはばたけ

よい雑誌ができるためにはよい原稿がなければ

ならないが、立派な原稿があったからといってす

ばらしい雑誌が編集できる訳でもない。材料さえ

よければうまい料理ができるという具合にいかな

いのと同じことである。しかし、天才ででもない

限り、悪質な材料ですばらしい料理を作ることは

至難である。良い執筆者とすぐれた編集者によっ

てよい雑誌ができ上るのが通常である。

編集者は自分の才能と意欲のすべてを雑誌の意

図するものにぶっつけてこそ、編集という苦い味

が味わえる。そのためには、まずその雑誌を編集

することが面白くなければならない。

特に「 ヒマラヤ」のような非営利の雑誌であれ

ば、それだけ、このことの重みは大きい。編集者

が、多大な時間を無報酬で費した結果の唯一の喜

びは、自分の思うような雑誌ができあがることだ

けだからである。

「 ヒマラヤ」の前身である「 ヒマラヤ通信」は

第 19号まで発行された。第 20号から「 ヒマラ

ヤ」にかわり、大きさもそれまでの倍になった。

第 1号は 1968年 4月 であるから、今から12年

ほど前のことである。

当時は、事務所は東京の渋谷区神官前、大阪府

池田市、名古屋昭和区にあった。会員は少なかっ

たが、ヒマラヤ 0ト レッキングという言葉もまだ

一般的でなかったころであった。それだけに会員

の熱意は強かった。HAJの夢も、ジェット機を
チャーターしてのヒマラヤの旅、エベンスト山麓

のホテル建設、ヒマラヤ諸国の人との人物交流と

幅広く大きかった。そして、これらの夢は数年の

うちにそれぞれに実現していった。

名古屋で開かれるその頃の総会には全国各地か

ら会員が集まった。藤江幾太郎 (東京 )、 高沢忠

(高槻 )、 橋本広 (富山 )、 矢野郁雄 (京都 )、

前田清 (大阪 )、 勝山良三 (長崎)の方々は毎回の

ように出席された。

「ヒマラヤ通信は、このような会の雰囲気をよ

沖 允人

く反映していて、数ベージの文字通りの小冊子で

あったが、充実していた。第 17号の深田久弥追

悼特集も含めて第 19号までの通ページは578ペ
ージであった。

自分が面白いからやる。これが、趣味の原点で

あるが、やっているうちに面白さにくい違いがお

きたり、自分だけが面白がっていて気がついてみ

ると自分のうしろに誰もいなかったという事もお

こり得る。自分が面白いと思うことはそう簡単に

変わるものではない。それはその人の特性とどこ

かでしっかりとつながっているからである。だか

ら、自分の面白いことが他の人には面白くないと

いうことになった場合は、それらの人と袂を分つ

こと以外に自分を生かす道はないであろう。

「 ヒマラヤ」の編集と発行に喜びを感じられる

のは、会員の望むところと会の力とが共鳴し、編

集者を軸にして一大ハーモニーが形成されること

にあろう。今のところ多くの会員にとって「ヒマ

ラヤ」のみが、IttJと のきずなであるからである。

このように、動いていかなくなったときは、編集

者、ひいては会の中枢メンバーの交替を考えなけ

ればならない。あるいは会の解散も検討する時期

であろう。義理や義務感には限度がある。編集そ

のものの楽しみ、発行までこぎつけ発送し終った

ホットした安らぎなどだけでは「 ヒマラヤ」の編

集発行の重荷に耐えていけない。

HAJは新たな発展を求めて動き出した。新ら
しいHAJに対して私自身の資質と興味を問うた
とき、答えはノウであった。そして「 ヒマラヤ」

の編集に興味を失なった。

「ヒマラヤ」は私の手を抜け出て、新しい世界

へはばたいていっている。そして100号をむかえ

る。「 ヒマラヤ」は
tt私の "「 ヒマラヤ」ではな

くなったが、「 ヒマラヤ」のHAJへの重みは以前

にも増して大きく、私も含めて、会員の「ヒマラ

ヤ」への期待はさらに大きい。

(お きまさと 本誌前編集長 )
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速報/ セミナートレッキング
HAJジュガール山群踏査隊

昨年末から今年にかけて、HAJ野 外活動及び
関連学術委員会下において実施されたセミナー・

トレッキングは、 12月 30日 成田を出発し、 1
月 16日 成田に全員帰国を持って終了いたしまし
た。この間お寄せいただきました各位のご援助に

対し誌上をもって厚く御礼申し上げます。

昨年の総会において承認、講師に氷河学の権威

五百沢智也氏を迎え、隊員を決定 し、 9月 に富士

山において合宿、その後多少の隊員の変動があっ

たものの、 16名 が 30日 成田を A1301で 出
発した。順調にいけば 31日 の深夜デリーに着く
予定であったが、深い眠りからさめてみるとボン

ベイであった。霧のためデリーヘの着陸は不可能

であったらしい。すったもんだのあげく、やっと

ボーデングカードを手に入れてデ リーに飛んだ。

それもファース トクラスのおまけつきであった。

禍い転 じて福となるとはこんなことだろうか。デ

リー・ カ トマンズ (KOTOM)間 は 11席 しかな
なく5名をデ リーに残 してのK・ T・ M入 りで、
ハプニングの連続であったが、菊地氏やランデャ

ン氏の出迎えを受けた時、やっと、気持がなごむ

思いであった。残り5名 も翌日K・ ToM入 りし、
翌々朝 (1月 2日 )早朝 K・ TOMを あとに国境
の町コダリヘむけて出発、途中 ドウリケルでヒマ

ラヤの展望を楽 しみ、五百沢先生より説明を受け

楽しい第 1歩を印した。こうして 1月 12日 まで

11日 間、コダリ→ラルチェ→チレンタン→ゴン
ベダンダ→バイラブクンド→テレンタン→バガン

→ガテョ→ジャルビル→チョータレのコースをと

隊長 岩水 竜峰

ってK・ T・ Mに帰ったのである。途中高山病で
下山又当初予定 したバイラバクンド越えは、雪の

ため出来なかったものの、日本人として始めて歩

いたコースも多く楽しいセミナートレッキングと

なった。

今年はことのほか雪が多く、我々も4日 間雪の

中での生活であったが、ポーターの トラブルもな

く、食事もすばらしく、楽しい山行となった。これ

もひとえにランデャン氏・菊地氏・ 片岡氏 (カ ン

チ隊員 )それにサーダーのパサン0ソ ナム氏 らの

協力の賜であった。

以上とりあえず速報として、会員諸諸にたいし

ご報告いたします。      (1月 22日 )

五百沢智也著「ヒマラヤトレッキング」山と濃谷社より
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100号記念座談会

日本登山界とHAJ

出席者

遠藤

広島三

森田千

稲田定

・司会

ました。この頃都岳連にも加盟して、 1973年の

・ 時 代 を 先 取 り し た が … …
・    カンジ″ ルワ(6,612m)初登頂、 1974年 ラム

ジュン・ ヒマール(6,983m)第 2登、1975年 リシ

山森 本日はHAJが登山界で果して来た役割や   パハール (6,992m)初 登頂、 1977年 コミュニズ

今後どのような役割を期待するかということでお   ム峰 (7,495m)登頂、 1978年バツーラⅡ峰 (7,

話し合いをしていただきたいと存じます。始めに   730m)初 登頂と山の分野では成果をあげてまい

専務理事からHAJ設立のいきさつと推移を話し   りまして 1981年のカンチェンジュンガ(8,598

てもらいます。                  m)縦 走に取り組んでいます。一方 トレッキング

稲田 HAJが 設立されたのは 1967年です。当   のほうでは、 1970年頃から、ヒマラヤンライプラ

事は、ネパールヒマラヤは登山禁止となっておリ   リーシリーズの出版が始まり、ガイドブック的な

ましたし、外貨枠の規制が緩和されたばかりで、   役割を果して来ました。 トレッキングを行うに当

一般の人がヒマラヤはおろか海外へ出ることです   っては、計画をよリスピーディーに行うために航空

ら容易ではなかったわけですが、ネパールを訪問   会社と提携したこともありましたが、そのために

した柴田会長がその景観の素晴らしさに感動し、   山の分野からは会の性格を問題にされたこともあ

「少しでも多くの人にヒヤラヤ(当時はネパール)  りました。

を見てもらいたい、そして日本とネパールの親善    1978年 からはヒマラヤ登山学校や単なるトレ

のかけ橋になろう」と言うことで、当時ネパール   ッキングではないセミナートレッキングも企画実行

ヒマラヤに造詣の深かった人達を名誉会員として   しており、叉事務所も東京に移し執行体制も変わ

迎えて発足したゎけです。              って来ております。これからは81年カンチ計画、

数年は、エベレスト、ランタン等の トレッキン   社団法人化を進める中で、今までのようなHAJ

グを中心として活動し、 1970年頃から登山にも   内に向けてのクラブワーク的な面だけでなく、外に

目を向け、インドの5,000m級 から手をつけ始め   開らかれた活動も行うようになるだろうと思います。
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池
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山森 ⅡAJが設立された 1967年頃登山をやっ
ていた人達はどんな志向をもって動いていたので

しょうか。叉その中でHAJの ような性格の団体
がどうして生まれて来たと思いますか?

広島 僕はその当時ミールサミールヘ行こうと思
っていましたが、あの当時外国へ行こうとするこ

とですら難しくて、ましてや学生がヒマラヤヘ行

こうとするのは大変でした。たしかに外貨枠の規

制も緩和されてはいましたが、暗中模索の状態だ

ったですね。行く先のこともわからないし、行く

方法もわからないという時代でしたから、HAJ
は非常に時代を先取りしていたと言えますね。た

だそういう意味では外部からみてHAJは ユージ
ェントではないのかと思われた性格の時代はもっ

と早く終わるべきだったのでしょうね。

・特殊性とあいまいさ

山森 運営している側としては、まだまだ トレッ
キング隊を多く出す時期だと判断していたのでは

ないでしょうか。そのためには、現地へ入るまで

のことは専間家 (業者 )に任かせた方が良いと思

っていたのかも知れませんね。

当時ヒマラヤ以外の山はどうだったんですか。

池田 1965年に一般外貨になりましたね。1964
年にネパールが閉鎖されてしまって、これからい

よいよ自分達がヒマラヤヘ行く番だと思っていた

人達は、アンデスやヒンズークシュに目を向けて

積極的に行くようになりましたね。

その時期にトレッキングとはぃえ、ネパールを

目ざしてHAJが設立されたのは、ある意味では
不思議ですし、先を読んでいたと言えます。

日本の登山界ではあくまでも山岳会主義が主流

でしたからHAJの ような横断的な組織はなかな
かなじまないと思いますが、そういう面ではむず

かしかったのではないかと思います。HAAJの
Aを とったのは何年頃ですか。

稲田 Aを とったのは、 1975年です。当時は会
員の底辺拡大を計ろうとしていまして、「日本の

旅世界の旅」層から「山渓、岳人、岩雪」の層ま

で全てを対象とした広い底辺の上に、つまリピラ

ミッド状構造の上に先鋭的な部分がなければなら

ない、と言う発想があったんです。いうなれば、

トータルなヒマラヤということで活動して行く必

要があると思っていた訳です。そこでAが入ると
一般的な山岳会のイメージを受けるということで

はずしたんですよ。

池田 旅的な層から先鋭の層までという発想が最
初からあったかどうかわかりませんが、普通の山

岳会組織は逆だと思いますね。確かに一般の山岳

会でも奥多摩から北アルプスまでオールラウンド

く
稲
田
定
重
氏
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な山登りをしようとは言っていますが、その意味

は、奥多摩だけやっている人と穂高の冬をやる人

とを会員にするのではなくて、奥多摩から入って

ある程度育てて穂高の冬も出来るようにというこ

とですね。そういうのとは全く別の尺度をもって

会を造ろうとしたのはやはり面白い発想ですね。

叉、過去日本にあった横断的な組織としては、

RCCが代表的なものですが、この場合は、的を
絞ろうとしていましたよね。或るものに向って的

を絞っていました。HAJの場合もヒマラヤに向
って集まってきていますが、多様性を始めから組

み込んでいますね。何故そうなのか?その辺がユ

ニークなのかも知れませんが、そういう運営をし

ている中で、カンチの縦走計画が出て来た時には、

外から見ていますと、HAJ自 身がある演出をせ
ざるを得ない面がでてくるのではないですか?

山森 遠征の面でも池田さんのおっしゃられるよ
うなことはありましたね。当時の標語は「みんな

のヒマラヤ」でしたが「みんなのヒマラヤ」とは

何かというと、登山の面では、アイゼンをつけて

登ったことがない人も、一度も会ったことのない

人も、ヒマラヤに行けば、楽しく一つの隊として

登れるだろうということです。そういう性格のあ

いまいさのまま7,000m級の本格的な登山をやっ

てしまいました。山登りのことを考えると池田さ

んの話されたように、絞っていかなければならな

いのに逆にVの字のように開いていた訳です。

池田 一般の多くの山岳会がある意味ではセクト
主義になりつつある時に、風通しを良くする意味

ではHAJの ような横断的な組織が必要だと思い
ます。そのバランスは重要ですね。カンチもあり

トレッキングもありで会の運営は大丈夫ですか?

遠藤 HAJは そうあるべきだと思いますね。カ
ンチもあリトンッキングもありというのはHAJ
らしくて良いと思いますね。

森田 地方の人達は、ヒマラヤを志向していても
自分の会としてはやれないということもあって、

HAJの果した役割はあった訳なんですが、これ
は高く評価していかなければならないと思います

よ。

・普遍的性格が必要

遠藤 HAJが 都岳連に入る時にも反対はあった
んですよ。しかし、ヒマラヤを志向している人達

が集っている会を都岳連の組織に入れなければ、

どこの岳連にも所属できない人は結局ヒマラヤに

は行けないということで、ヒマラヤに行きたい希

望を持っているのなら行ってもらおうと思って私

は強力に推せんしました。

広島 既成の組織と違うことをやろうとするとこ
ろにEAJの 存在意義があると思いますね。
池田 ヒマラヤサロンという性格と登山の性格を
併わせて運営して行くことが両立して行くことが

出来ることなのかどうか。常識でいえばむづかし

いと思いますが、外部から見ていると興味があり

ますね。

広島 HAJは もっと登山の文化的な面をやるの
が良いと思いますね。スポーツ的なこと以外のも

のが表に出てくる研究会を多くやってもらいたい

と思いますね。それが叉全国的な組織として今後

伸びて行く要素になりそうですね。

山森 森田さん、労山の中のヒマラヤという面だ
けをとり上げてみますと比較的HAJの 組織と似
かよっていると思うのですが、どういうとらえ方

をしていますか。

森田 そうですね、同じような経緯が見られます
ね。例えば、エージェントみたいなという面で考

- 14-



えても、 '71～ 72年頃大量の人達をヨーロッパに

送 り込んだ訳です。そのことは登山の大衆化とい

うことで登山を文化的にとらえていた訳です。た

だ、ヨーロッパヘ行くということだけをとらえると

それを労山でやりますと、どうしても金銭的なも

のがからんできてしまいますよね。組織の運営の

中では金銭的な面では失敗できないですからどう

しても、重点的にやらぎるを得なくなりまして、

それ以外の仕事が出来なくなって来た訳です。必

要なことだからやって行きますが、その面は労山

から切り離した訳ですね。

広島 日本人は金銭がからむとどうしても悪いこ
とをやっているような感覚にとらわれがちですが、
エージェント的でも多くの人達を送り込む方が大

切ですね。海外登山でもまだまだ段階論が見られ

ますが、そぅぃう面を崩して行くという面ではき

わめて良いことですよ。

森田 HAJの 果 した役割はやはり情報をすぐに
印刷物にして皆さんに提供してきたことにぁると

思います。

池田 HAJだ けのヒマラヤということでなしに、
日本人のヒマラヤとしてとらえてもらいたいと思

いますね。HAJの外にもヒマラヤの知識をもっ
た人や権威のある人がいる訳ですが、その人達も

引き寄せるような魅力ある会になってくれば、新

しい組織の在り方として注目されますし、現在の

山岳会的な組織から脱却できると思います。現在

はまだHAJの ヒマラヤという性格が強く、会員
外との交流が少ないと見ています。

広島 そうですね。登山の文化的な面からヒマラ
ヤ全体を見るようになってきますとそこにはぁる

普遍的な性格が必要になってきます。普遍的にな

ればそこに所属しない人も恩恵を得られるような

団体になるべきだと思いますね。単なる山岳会に

なってはいけないですね。

今迄果してきた役割は非常に大きなものがあり

ます。特にヒマラヤに行きたいと思っていた地方

の人達にヒマラヤの良さを知らしてきた訳ですか

らね。

山森 会員の地域別の構成を見ましてもやはり、
東日本方面が多くなっています。

尾形 ヒマラヤといえばまだまだ中央集権的な性

格があった時代に、地方にいて情報が欲しいと望

んでいた人達にとっては、HAJの 啓蒙が果した
役割は大きかったですね。それ以上にみのがせな

い功績は、渉外能力ではないでしょうか。単一の

山岳会ではなかなか入れない例えば 1974年のネ
パールのラムジュンですとか、或ぃは 1975年の
カシミールのヌン●クンやガルワールのリツパハ

ールなどにも渉外能力で入っています。そう考え

ると単一山岳会では行けない所でもHAJで なら
なんとか入れるのではないかという魅力はありま

したね。

・組織と人と…

稲田 地方では情報不足も確かにありましたが、
それ以上に岳連の体制下の中では行けなかった事

の方が大きかったと思います。その時HAJを足
がかりとして海外に出ていった人達が積み重ねた

結果がHAJの体質を変えてきた要因でもあると
思います。それは一方は非常に切実な要求をもっ

て遠征の場をHAJに 求めていたのに対して片方
はまるっきりの仲よし会だったからです。

山森 HAJが 岳連のような組織とは違うことは

く
広
島
二
郎
氏
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はっきりしているのですが、HKTが 実質的な活

動を中止するようになったのはHAJと しては参
考にしたいと思います。

池田 HKTは 委員の方に本来やりたかったこと
と違う方向になっているのではないかという意織

が出てきた時にK2が始まって、ゆれているうち

に最初のものを忘れたのじゃないかと思いますね。

広島  ヒンズークシュ、カラコルムに行きたいと
言っても、本当にそこだけに行きたいのではなく

て、ネパールでもインドでも良い訳ですよ。そう

いう人達がカラコルムヘ行こうとしたらHKTの

集会がある、そこへ行って情報を仕入れてこよう

という事ですよね。カラコルムやヒンズークシュ

が珍らしい頃はそれでも多少は良かったかも知れ

ないんです。それを何回もやっていると委員の方

もバテますし、委員は本当にパキスタンの奥が好

きでやりたいんだけどできない。そこで仲間だけ

で研究会をやろうと決議したんだけれども次が始

まらなくなった。呼びかける側にも問題がありま

すし、序々に新陳代謝がなければダメですね。

池田 K2シ ョックではないですか。HAJも 、
カンチをやる人とHAJを運営している人とを分
けておきませんと悪く言えば、カンチにあらずば

人にあらずとなってしまう恐れがありますね。

山森 池田さんのおっしゃるように現実的には、
カンチとHAJの総合企画をやっているのは同じ

人間になってしまいました。これはHAJ全 体の

将来を考えると良いことではないと思っています。

広島さんのお話しのように組織としては新陳代謝

がなければいい発想も生まれてきません。また、

組織運営をオーバーラップさせないで、良い発想

を継続させていくためにはどうしてもしっかりし

た組織にしなければいけないということで社団化

へ傾斜して行った訳です。

稲田 社団化につきましては一つには運営の方向

性にタガをはめて、あまり逸脱したことをしない

ようにしたいということと組織としての体面を保

たなければならないために永続性が問われてくる

ということで考えています。

池田さんや広島さんのお話しに示唆されるとこ

ろが多いのですが、確かに組織は人だと思います。

また永続的な事業も必要となって参 ります。その

中心にヒマラヤ研究所を考えております。人と機

能の 2つの面で社団法人を運営しようと思ってお

ります。

ヒマラヤ研究所は情報管理を主たる仕事として

行きたいと思っています。池田さんのお話しにも

ありましたようにHAJ外 の英智を結集するよう
な努力が必要だと思います。情報管理の方法とし

ては一つにはそニター制を考えています。その他

2～ 3名の常駐するスタッフを置きたいと思いま

すし、多くの人がヒマラヤに行っているこれらの

体験を体系的にまとめて、それらの結果を各地で

開催する研究会にフィードバックして行きたいと

思っています。

池田 そうですね、現在では直接的な情報を求め
る傾向が強くなっていますし、。その結果知 りたい

情報を得るとそれだけで全てを知ったような錯覚

にとらわれ易いようです。

ヒマラヤ登山の全体を考えれば、基本的な情報

センターさえキチンとしていれば、その年々変動

する事項なんかは、大騒ぎしなくても良いと思い

ます。そういう意味でも基本的な資料センターが

欲しいですね。

日本唯―の専門団体として

稲田 研究所は蔵書数を誇るというのではなくて
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蔵書を動かして、どういう情報を造って行 くかが

大切です。生きたルームを作 りたいと思 うのです

が実行する手法はむづかしい。

池田 蔵書も市販されていて一般的に入手可能な
ものよりも、例えば登山報告書等を集められれば

大変有意義な資料となりますね。

ネパールの登山学校はユーゴが支援しています

が、日本は彼らにしてみれば、もっとやってくれ

てもいいんじゃないかと思っている訳ですね。そ

ういう意味でも交流という時はギブ・アンド●テ

イクでいかなければダメですね。

森田 日本の登山界がまとまって行動するような
ことを考えていかなければユーゴのように国をあ

げて当たるところにはかなわないですね。

稲田 実は今年ネパールから登山担当のシャルマ
氏に来日してもらい北は北海道から南は九州まで

5ケ所で講演、研究会を開いた訳ですが、これな

ども渉外、交流の一環と考えています。ただ登山

許可をお願いするということではなく、相互に交

流しながらお願いする所はお願いしていきたいと

思っています。今年はインドを予定していますし将

来はヒマラヤ関係諸国6ケ国のメンバーに一堂に会し

てもらって討論するようなことも考えています。

遠藤 日山協は公式な団体として動きにくい面も
ある訳ですが、その辺をHAJが補完してくれる
といいですね。

森田 HAJは いろいろな団体に気軽に呼びかけ
られる体質をもっていると思いますので、そうい

う時は呼びかけてもらいたいですね。

稲田 これからのHAJは 、みなさんのお話しに
ありましたように、ヒマラヤを対象とした日本で

唯一の団体として、HAJ外 の協力も得てヒマラ
ヤ登山文化の中でヒマラヤを目ざそうとする全て

の人々が利用できる情報・ データの蓄積と提供を

行い、ヒマラヤ諸国との交流の面でもよリー層の

充実を計って行きたいと考えています。そのため

にも一刻も早く組織の充実を計り人材についても

皆様の協力を仰いでいきたいと思っています。こ

のためにも、社団化を当局のご指導の下に早期に

実現させたいものと考えます。皆様の益々のご協

力をお願い致します。

山森 本日は不充分な司会でまとまりのないもの
となり申し訳ありませんでした。皆様の貴重なご

意見を参考にこれからの会運営に当って参りたい

と存じます。本日はお忙しい中を本当にありがと

うございました。これにて座談会を終ります。

氏 名 変更月日

馬

栄

夫

一

滉

博

一
　

　

好

純

田

崎

条

橋

本

部

根羽

山

藤

高

寺

服

54. 10. 15

54.10.16

54. 11. 14

54.11.20

54. 11.22

54. 12. 10



協会の利用法あれこれ

HAJに 入 ってはみたものの、利用のしかたがわからなしヽ 一 という方も多いかと思います。ところが

HAJに は実に様々なメリットがあります。今、HAJは 80年代を迎えて、すべてのヒマラヤ志向派に

役立つ組織づくりと運営をめざしておりますが、とりあえず現在のHAIの 利用のしかたを説明 します。

ルームの利用

HAJル ームは交通至便な高田馬場にあります。
日曜・祭日を除いて午前 10時～午後6時まで開

いておりますので、気軽に利用できます。また夜

間に利用したい場合は、その旨連絡下さい。

≪TEL≫  03-367-8521
≪あし≫ 国電山手線高田馬場駅下車 (池袋寄出
口)改札口を出て早稲田通りを小滝橋方向に徒歩

約 6分で右手に西村ふとん店があり、これを右へ

入ってすぐ左側「淀橋食糧ビル新館」5階 506号室。

①図書えつらん……どなたでも無料でえつらんで

きます。持ち出しはできませんが、コピーサービ

スを行なっています (B4、 1枚 20円 )。 図書は

漸次充実させていきます。

②情報サービス……ヒマラヤ全域に関するすべて

の情報、資料が得られます。高所登山のデータか

らポーター賃に至るまで、どんなことでも気軽に

問い合わせて下さい。また地方の方で地図、資料

等のコピーの欲しい方は、コピー代、送料を同封

下されば郵送します。これらの情報管理、サービ

スはヒマラヤ研究所設立計画とともに急速に充実

させる方針でおります。

③七マラヤサロン……態勢が整いしだい、ルーム

にて月 1回「ヒマラヤサロ/(仮称 )」 を設けま

す。毎回 8ミ リ・ スライドなど用意し、何らかの

話題を提供しますが、その場の雰囲気で気軽にヒ

マラヤの話をし、好きな人は酒を飲む一 そんな

場にしたいと思います。御意見があったらお寄せ

下さい。なお、これは地方でも不定期に開きます。

④ etc・ ……集会、会員どうしの待ちあわせ、あ

るいは遊び、目的なし、何でも結構。とにかく、

あらゆることにルームを御利用下さい。

出版物のサービス

①機関誌『 ヒマラヤ』(月刊 )……今後さらに内

容刷新をはかり、より充実した紙面づくりをめざ

しますが、会員の皆様の声をぜひお寄せ下さい。

②年 報……1年間のHAJ活動の総決算として
今後毎年発行し、会員には無料で配布します。

年鑑『 HIMALAYA』 (和文 )及び英文版

『 THE IAPANESE HIMALAYAN
JOURNAL』 ……現在、出版の予定で企画検討

中です。

事業への参画

①ヒマラヤ登山学校……単なるパッケージ登山と

は全く異なり、隊員全員が最初の段階から計画し、

準備し、遠征のすべてを体験するように組まれて

います。高所登山入門の場として最適です。この

企画の中で育ち、その経験をもとに2度 目には自

らの会で遠征を構築し、今秋には隊長としてヒマ

ラヤヘ行く会員も出てきております。取り組み方

しだいでは非常に貴重な経験が得られる筈です。

≪実績× 978年  ヌン(7,135m)沖 允人隊長
西稜より登頂。

トリスル 稲田定重隊長
I峰 (7,120m)、 Ⅱ峰(6,690m)

にいずれも新ルートから登頂。

無名峰(6,100m)に も登頂。

1979年  キャシードラル(6,400m)
山倉洋一隊長 5,850mま で。
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1980年  ケグルナート(6,940m)
内田嘉弘隊長、尾形好雄イ/ス

トラクターらのもとに現在準備中。

②セミナートレッキング……これも単なるパック

ツアーではありません。すぐれた講師のもとに、

フィール ドワークを実践しながらの旅です。1979

年12月 30日～1980年 1月 16日 にかけて、五百沢

智也講師、岩水竜峰隊長のもとに、ジュガールヒ

マール 0バ イラブクンド付近において、充実した

セミナートレッキングが行なわれました。めざす

地域もあたりまえの場所ではなく、常に新鮮でユ

ニークなフィールドを用意しております。

③国際交流活動……昨年のシャルマ氏 (ネ パール

政府観光省登山課長 )に つづき、今年はインド登

山財団 (IMF)会 長H oC.サ リーン氏の招請を予
定しております。昨年同様全国各地で研究会を設

けますので、ぜひ御参加下さい。その他、世界各

国山岳団体との交流、情報交換なども計画してお

り、その成果はすべてあらゆる形で全会員に環元

されます。

④日本ヒマラヤ会議……・(社)日 本山岳協会の後援

のもとに全国各地にて、最新で正確な情報を提供

していきます。 (P8 参照 )
※その他、登山隊への参画、地域集会 (全国各地、

定例、非定例 )への参加、各専間研究会活動、ま

た機関誌「 ヒマラヤ」への投稿、研究発表などな

ど、HAJに は様々な利用のしかたがあります。
※またHAJの会員は各界、各層 10代から80
代まで様々な志向、北から南までというように広

がりと深さを持っております。会員どうしの幅広

い交流こそHAJが提供できる最大のメリットか
もしれません。たくさんの人々との心豊かなつき

合いは新しい世界を作り、行動を触発するはずで

す。

会費変更についてのお願い
一-55年 4月 1日 から年会費を 6,000円 に==

HAJの 事業は現在飛躍的に増大しており、名
実ともに我国におけるヒマラヤ・ センターをめざ

して懸命の努力がなされています。

昨年秋からの常務職員の設置、ルームの開催、

各地での日本ヒマラヤ会議開催、国際交流による

研究会開催、レファレンスサービス開始。更に本

年度より年報の配布等々、最大限の会員サービス

が展開されています。

これらの各種事業を実施するためには多額の経

費を必要としますが、とうてい会費収入だけでは

不可能であり、様々な手当をしながら維持してお

ります。しかしながら、社団法人発足を間近に控

え、更に会員サービスの抜本的向上をなすために

は、会財政の基本となる会費収入の確立が最も重

要になってきております。この件については去る

12月 の常務理事会において真剣に検討され、最

低限の措置として、現行会費を55年度から2,000

円アップし、6o00円 にせざるを得ないとの意見

が提出されました。

ちなみにHAJの全財政規模は現行会費4,000
円になった昭和50年度に比較して約 5倍に拡大
しております。

つきましては、今後とも更に一層の会員サービ

スの向上と会財政の強化安定に全力をつくします

ので、すばらしいHAJを 建設するために会費変
更について、会員各位の御理解をお願いする次第

です。

なお、正式には55年 4月 の総会において提案
し、御承認をお願いする運びとなります。
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昨年 11月 24日 、山の先輩Kが富士山で滑落し
て死んだ。 7合 日からツバクロ沢をスキーで下ろ

うとしての事故だったから軽卒の謗 りは免れない。

あまり上手でもないスキーで (と いっても北海道

生れの彼は筆者などの及ぶところではない腕だっ

たが )、 いかに温暖な天候だったとはいえ、かな

りのアイス・ バーンを滑ろうとしたのだったから

うかつであり残念なことであった。

とりわけ筆者にとっては、上述のように山岳部

で酒を飲みながら山登 りの楽しみを終えてもらっ

た良い先輩であり、'76年 、 母校のアンナプルナ

Ⅱ遠征の際は筆者が隊長、Kが副隊長で共に苦労

した経験があるだけに彼の死は何とも悔しい限 り

である。次の遠征計画もあってHAJの 会員には

生前何かとお世話になったことだったので、この

紙面をお借 りし、Kに代ってお礼を申し上げる。

タテ系列と同じ釜のメシ

物故した人間を例にとるのはどうかと思うが、

アンナⅡ峰遠征では、 11名のチームの中で隊長

である筆者の先輩は、副隊長のKと 、記録および

学術調査担当のHの二人であった。筆者が隊長を

引き受けるについては若干のいきさつがあって、

当初隊長に内定していた先輩が急拠、都合が悪く

て行けなくなったと言い出したからであった。ど

う考えても家庭の都合が理由とはいいがたい。ど

うも彼は遠征計画が少し堅苦しく、型にはまって

進められて行くのが気に入らないようなのだった。

形式ばらぎるを得なくなったのにもそれなりの理

由があって、当時は金も暇もない信大の山猿たち

が遠征をしようとなればそれなりの大義名分がど

うしても必要で、それだけゆうずうの効かない組

織運営をせざるを得なかったのだが、大ゲサでな

い自前の気楽な遠征が好ましいと考えていた彼に

は、次第に肌合いの違いが大きく感じられるよう

になって隊長を降りると言い出したに違いない。

いったん言い出したら後に退かない彼の辞退表

明はついて撤回されることなく、代って、実行委

員会事務局で後押し役をしていた筆者にお鉢がま

わって来た。前年エベレスト●スキーに参加した

自分にとっては、翌年また長期に職場を空けるこ

とは許されなかったが、「職場のことは何とかす

るから」という仲間の声に押されて引き受けるハ

メになってしまった。

内輪ばなしが長くなってしまったが、隊長を引

き受けることになって最初に気をつかったのは、

その時にはすでに決っていた隊員の顔ぶれ、それ

も特にK、 H、 二人の先輩に対してであった。ご

存知のむきも多いと思うが、ひと一倍旧式な自分

にとっては、こうぃうチームの運営となるとどう

しても先輩 0後輩の関係が気にかかる。それを割

り切ってコトを進めることができない。というよ

りは、むしろそれにしがみつかないと何もできな

いし、合宿でも何でもそのような年功序列のタテ

系列を旨として行われてきたのだし、
tt同
じ釜の

メシ"を食うことでまとまってきた、そういう山

遠征学入門

遠征準備あれこれ

X

―
その4-
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中央インドでの定着 ～その4～

1932年 3月 10日 、エルウィ/と シャームラ
ーオはKaranjiaの 村で自分達の活動と生活の拠

点となる「アーシュラム」の建設を開始した。そ

れまでは、村落の中でムサルマーン(イ スラーム)

の商人が貸してくれていた小屋住いをしていたの

だが、シャームラーオが簡単な治療を村人達に施

すことによって、ようやく村に入り込む手がかり

を作ったのであった。「アーシュラム」はすべて

がゴーンドの家の様式にならって作られた。住屋

の前には、アッシジの聖フランチェスコにならっ

た小さな教会も建てられた。ここにいたってご彼

らはようやく実質的な活動の足場を得たのであっ

た。

この「アーシュラム」を中心として、彼らは学

校を建て、診療所を開き、 =マ トライブ"の人々の

ための奉仕活動を展開していくのである。当初そ

れは、ガーンディーの方法とフランシスカン主義

をあわせたような形をとっていた。ここでの生活

を通して、後のアルナーチャルに至るまで、エル

ウィンは数多くの著作を生み出していくのである。

そして、その中でエルウィンは大きな転換をとげ

たのであった。即ち、「教会」との訣別とガーン

ディーとの離反、人類学的な調査研究への興味の

萌芽がそれである。その時期が決して安寧で平坦

なものではなかったのは言うまでもない。そして、

それは同時に彼自らの生涯をインドで終えること

を決する時期でもあったのだ。今回からは、この

転換期がいかなるものであったかを見てゆきたい。

まず、前回で触れることのできなかった問題点

から見てゆきたい。つまり、インド政界への誘い

藤井 毅
のあった中、なぜ彼はそれを断わり、ゴーノドの

中での活動を選んだのかということである。少な

くともイ/ド到着から1930年代初頭にかけて、
エルウィンはオックスフォード出身の牧師であり

ながらインド民族運動に参与するものとして、ロ

マン・ ロラン、C.F。 アンドリューズ、プリヴァ

ー ト夫妻、ルイゼット・ ギュィェスとぃった人々

とともに、インドの知識層・ ヨーロッパでインド

に関心を抱く人々の間で名を馳せていたし、国民

会議派の運動に自らも積極的に参加し発言もなし

ていたはずであった。それなのになぜそのような

態度をとったのであろうか。また、そういぅエル

ウィンにとって「政治」と「宗教」とはいかなる

もので、どのような関係にあるものとして認識さ

れていたのであろうか。

前にも述べたように、Karanjiaに 入るまでの

エルウィンはガーンディーを信奉し、彼を媒介と

してインドを見ようとするものであった。その点

で、ガーソディーが何を考え、どう行動するかに

よって、エルウィン自身の身の処 し方も大きな

影響を受けざるを得ないものであった。だから、

1933年 にかけてガーンディーが語った言葉を検

討することは、エルウィンの態度を理解するうえ

で大いに有効であるに違いない。

「………神は人格としてではなしに行動の中に

姿を現わします……」・「真理は、思索と行動と

になければならない。真理への献身がわれわれの

存在を正当化する唯一のものである」・「私は殊

に改宗を目的に自分の信仰を他人に語る人を信頼

しない。………信仰は告げることを許さぬもので
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に大別して考える。                 できない。

①Krlish Nal地 域               いかにもイタリアのヒマラヤ本らしい豪華な装て

② Kiar Nullah地 域               ヤヽで、 600頁余りのポリュームを誇る。これだけ

③Nanth Nullぬ 地域 (Kibar Nullahを含めて)  の文献は数多ぃヒマラヤの書にあっても屈指のも

④ Bhazm Nala地域              のである。ちなみに重さは 3時 を超える。

⑤ Barnaj Nala地域              これからカシミール●ヒマラヤを語るにあたって

③ Darlang O R。 地域               大いに参考にして行くが、困ったことにイタリー

⑦その他・周辺                 語である。しかし、350余の写真とイラストが大

なお、Nal、 Nala、 Nullahはいづれも「谷」とい   ν`に理解を補ってくれる。

う意味で、ヒマチャルから西で広く用いられている。   また、 1979年、Dechi Nalに 入り、P.6329

を北面から試みた本会々員 鈴木 修氏ら仙台商業
Krish Nal地 域               高校OB隊の業績は注目に価するものである。
ヌンの南の広大な谷で、上流に大きなChirmg   P.6329そ のものは 1978年 にKair谷からイギリ

氷河およびDechi Nal他の支谷を抱えている。    ス隊(R.Mayら 3名 )に よって初登頂され、健Jan

Chi mng Laに よって交易路がザスカール、ラダ   ーan″ と命名されているが、Dechi谷 は全くの未

ック側と結ばれており、地理的にもキシュトワー   踏の地であったのである。
ル・ ヒマールとヌン・ クン山塊を区分している。   登頂こそならなかったものの、彼らのもたらした

1904年にヌン・ クノ山群を一周したワークマ   情報はこの地域の解明を飛躍的に前進させるもの
ソ夫妻の記録からはこの南の山域について知るこ   であるd本連載に鈴木氏にも登場願って進めたい

とは少ない。                   と思う。

1953年、ヌンに初登頂したフラ/ス隊(Bemar   なお、本地域の地図は、前記したイタリア隊の

P ierre)は 、北面からのアプローチを妨げられ、   もの以外に、AMSの N143-11が あるがこ

この地域を通っている。しかし、山群に関しての   れは現在のところ入手不能である。

参考となる記述は出てこない。           サーベィ・ オブ・インディアのディグリーマップ

文献的に最も貴重なのは 1913年、クンに初登   52/Cは キシュトワール全域とザスカール、ヌン

頂したイタリア隊の記録である。          ●クンの一部を含めて詳しい。但し、山の部分は

この隊は、登山活動のみでなく、広域におよぶ踏   標記が少ない。
査を行ない、学術的にもすばらしい成果をあげた。  ToP oCの G-7D(航空図)は 50万分の 1に しては

キシュトワールおよびDoda河流域の精細な10万    ポイノトが割合に記されている。

分の 1地図はその成果品の一つである。         これらの地図および各隊の記録を参考に作成さ

彼らは、チルソ・ ラ(Chiroong Laと 記している) れた井口邦利氏、内田嘉弘氏、沖允人氏らのカム

を越し、ヌン・ クン山塊をほぼ一周している。チ   カルテがあるが、多くの空自部分の存在が果てな
ルン氷河 (彼 らのいうFariabadi氷 河 )の下部に   い夢をかきたててくれる。

も入っている。                   この地域は、さしたる高峰もなく地味であるが、

この隊によって、クリシュ・ ナル左岸の山々の   まじめなヒマラヤニストにとっては今後永く宝庫

標高が測定されている。しかし、測量は南方側か   となろう。
らであり、したがって分水嶺上のピークにのみ標    最高峰は、Kiar谷、クリシュ谷、Rlmdm谷の

高が与えられ、クリシュ・ ナル側は全くの空白に   ジャンクションにあるP.6560と いわれるが、こ

なっている。                   のピークにも種々の問題がある。

キシュトワール、ヌン0ク ノ、ザスカールを調|    1次 号から幾回かにわたってカシミール・ ヒマラ

ベる上でこの隊の公式報告書
颯Nel Himalaia    ヤに焦点をあててみたい。

cashimiriano:Mttio P iacenza'ア を外すことは                (次 号へ続 く)
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里
=未 踏

へ の 誘 い =================里 =====里 ====里 =雲 ==≪ 10≫

K ishtwarの 山地を独立したKishtwar Hima
―layaと 呼ぶには地域の狭さや地理上から充分な

根拠がない。

サー 0シ ドニー・バラー ドは、古くこの地域ま

でパソジャプ●ヒマラヤの内に包含しており、メ

イスノもこれを踏襲している。また、現在でも登

山者間の呼称はどうあれ、地理学関係ではこの呼

び名が用いられている。

現在、この地域は行政上 Jttmu&Kashmir州

になっており、また、かつてのパソジャブ●ヒマ

ラヤの大部分はHinE Chal Pradesh州 に入り、同

名の呼称がそのヒマラヤ地域につけられている。
パンジャプ・ ヒマラヤのうち、カシミールにあ

る部分はかつてカシミール・ ヒマラヤと呼ばれた

こともある。

地理学上はともかくとして、われわれ登山者の

間では「カシミール 0ヒ マラヤ」という区分をす

るのが妥当と思われる。

その中には、キシュトワールの山地 (地理上の

ビル・パンジャールの一部 )、 Nun・ Kun山塊、
Zaskar山地、 スリナガル盆地周縁山地が含めら
れよう。

ラダーク地区のインダス河北方の山地は、カラ

コルムの東方延長と考えてもよいが、Nttra河 、

Pangong Tshoの 南のいわゆるラダーク山地はカ

シミール・ ヒマラヤのエリア内と考えたい。

インド領ヒマラヤの呼称区分は、地形・地質・

行政区分等を併せ考えて実態に則して検討され確

定することを早急になされないと徒らに混迷と困

惑を招くことになる。

さて、キシュトワール山地をキシュトワール・

ヒマールと仮称して進める。

ノし/  1

キシュトヒマールはヌン●クン山塊の南、スリナ

ガル盆地の東南縁にあり、Chenab河 の流域に入

る。ヒマチャル●プラディシュ・ ヒマラヤとの境

界は行政区分とも関連して、Kang La(5,110m)

とし、それから西に延びるS hepuortarsug Dhar

でもって区切りたい。すぐ南はShiva(6,142m)

である。

また、ザスカールとは明確な分水嶺 (グ レート

●ヒマラヤ主軸 )に よって区分されており、Doda

河の水はイングスに入る。グレー ト・ ヒマラヤ主

軸はチェナブ河とイングス河の間を南東に続 く。

広大なキシュトワール・ ヒマールは、その中心

部分が登られているだけで、ひじょうに未知の要

素の多い地域が残されている。便宜上、次のよう

キシュ トヮー

ト ヽ ____主

ヽ
ヽ

Kish Nal地域と周辺 (井口邦利 。「岩と雪」38号付図より)
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のつきあいの中で育ってきたのだから、どうして

も気をつかうことになってしまうのだろう。

しかし、こうなったら仕方がない。隊長として

の魚指示 "も 先輩の顔色を伺って……などと例に

よって優柔不断な態度でのぞむことになってしま

った。

そしていよいよ現地でということになるが、結

果的には筆者の
tt下
衆の勘ぐり''は まったくの杷

憂に過ぎなかった。登山は、アタック隊員の滑落、

行方不明というアクシデントで失敗に終ったのだ

が、この後にも先にも二人の先輩にいかに支えら

れ続けたかは筆舌に尽しがたく、自分の愚しさ、

恥しさに消え失せたいと思うほどだった。この時

の事故は、後輩の隊長が先輩に気をつかったため

などではもちろんなく、ひとえに筆者のタクティ

クスの拙劣さによるものだったことは歴然として

いた。

富士山遭難の教え

再び富士山での事故に戻るが、一緒にスキーで

下る予定をしていた後輩は、ツバクロ沢の状況を

みて「やっぱリヤバイから、スキーは止めて歩い

て下りましょう」と先輩のKに進言したという。

この後輩もスキーは仲々なのだが、当日は特に膝

がくたびれていて自重したのだという。Kは以前

(と いっても5月 に )滑 ったことがあるから大丈

夫と主張する。しばらく先輩・後輩のやりとりが

あって、Kだけが試みに滑ることになった。スキ

ーを付けて斜滑降をはじめたが、案の定エッヂン

グがうまくいかず、これはダメだから歩いて下る

よと元の位置に戻ろうとした直後に滑落したのだ

という。

通夜の集りでその後輩は、「僕がもっと頑固に

やめましょうと突っ張っていれば ………」とそこ

までしか言葉にならず号泣した。

筆者は 't同 じ釜のメシ"で見掛け上正当化され

るタテ系列の悪弊はアンナプルナの遠征で経験し

たごとくわが仲間にはなかったと喜んでいたのに、

こんなところに潜んでいたかと愕然たる思いであ

った。そしてこれは個人をうんぬんするレベルで

はなくて、よってもって立つ土壌をこそ問題にし

なければならないだろうと思ったことだった。

しかし総じて、遠征隊の中でリーダーや隊員の

決定が年功序列型でなく行われているらしい最近

の傾向を望ましいことと思いたい。ステイタス・

シノボルとしてのリーダーもあるのだろうが、関

心はないので論外として、年功を追うこと必らず

しも秀れたリーダーや隊員を輩出することでは

ないのだから、年かさや年功にこだわらず能力あ

る人間をどんどん登用すべきで、年長者も無様に

それにこだわるべきではあるまい。

話の筋道から外れるかも知れないが悪例をひと

つご紹介。

昨年暮から1月 中旬にかけて行われた宮城県岳

連海外登山研修隊と称するシロモノ。当地岳連主

催のピサン・ ピーク(マ ルシャンディ川沿いのピ

サンの裏山で標高6,091m)の
tt冬
期世界初登頂 "

を目指したチーム。当地のさるボスがデッチあげ

たもので、高体連の先生方を中心として、指導員

の研修を兼ねてと聞こえは大変よろしい 18名。

岳連主催なのに傘下の団体はなにが何だかさっぱ

り知らず、隊員資格の指導員は検定もなしに無事

合格とまるでムチャクチャ。幸か不幸か
tt冬
期初

登頂 "を果した後はカトマンズのホテルで ドンチ

ャン騒ぎとあいなって同宿の日本人のみか、外国

人からもひんしゅくをかうお粗末。地元宮城では

岳連創立以来の快挙と大変だ。こんな愚挙には諸

兄姉なんの関心ももたれまいが、筆者は同郷人の

こととてがっくりしてしまぃ、 こんなことでは
tt遠
征学 "の拙稿も近々やめて旗をまるめて退散

せずばなりますまい。

-21-



ある。信仰はその中で生きているものであり、し

たがってひとりでに広まるものである。」 (ルイ
ス・ フィッシャー著/古賀勝郎訳、「ガンジー」
紀伊国屋書店、 1968、 pp 311-312、 343)。

その頃までにエルウィン自身も、神秘主義思想

・神秘主義文学の研究を通して、これと同様の認

識に到達していた。つまり、具体化されない真理

は意味をなさず、現実化されない宗教上の理念は

偽りのものだったのである。そういう彼にとって

「政治」の場への参加は、単にその思想 0理念の

具現化のためのひとつのあらわれにすぎず、「政

治」活動そのものや、形骸としての「民族運動」

自体に目的があったわけではないのである。そし

て、当時彼はまだ、キリスト教でいう「贖罪」意

識にとらわれ、その実行を願っていたし、ァッシ

ジの聖フランチェスコの生き方に自らを引き付け

ようとしていたのであった。そのため、単に「民

族運動」であるということだけで政治の世界に身

を投ずることは決して望まれることでもなかった

し、その必然もなかったのである。それよりも、

「贖罪」のため、聖フランチェスコのようにゴー

ンドの人々の中で働き、その中で真理を具体化し、

獲得していく方が、はるかに地道で望ましいもの

であったのだ。「政界」に身を投じることはそれ

とは全く異った力関係の中に身を置くことになる

であろうことは、ガーンディーゃパーテルらの政

治的駆け引きのしたたかさを理解していなかった

その頃のエルウィンでも、おそらくわかっていた

に違いない。

更に別な見方をすると、エルウィンがインド政

界への誘いを断わりKaranjiaへ と向ったこの時

期は、ガーンディー自身の、そしてイギリス人に

して牧師でありながらインド民族運動に深くかか

わった、エルウィンの先人にあたるC.F.ア /ド リ

ューズ自身の思想的 0社会的活動の転換期と一致

していたのである。不可触民への分離選挙の問題

をきっかけとして、ガーンディーは政治より身を

引き不可触民の福祉に専念することを決めるので

あるが、これはその伏線となる時期であったし、
アンドリューズも再びオーソドックスな国教会の

枠組の中にもどり始めた頃でもあったのである。

揺れ動く政治情勢と周囲の人々の様々な変化を見

るなかで、最も着実に、最も徹底した形で、自分

の考えを具体化するのには、ゴーンドの中での定

着が最善であると考えるにいたったのである。

自らの思想を現実を通すことにより築きあげょ

うとするその徹底におぃて、エルウィ/はその時

代に数多く存在した
ttイ ンド 事情通 "やら民族

運動への安易な同伴者達とは違っていたのである。
ア/ド リューズにしても、政治により深くかかわ

り、一時期裏切者と呼ばれたことはぁったにせよ、

晩年は教会に復帰し、しかるべき評価の中で死ん

でいったのである。それにくらベエルウィンは、
キリスト教思想をも乗り越え、「教会」と対立し

絶縁していくなかで、全く独自のものを為し遂げ

ていったのである。

アー,シ ュラムが完成した後、日常の活動を続け

る傍ら、エルウィンは数冊の本を執筆し出版する。

Mahatma Gandhi(London,Goldal VistaPress,

1932),T ruthめ Out lndia― can we rt it?

(LOndOn,Allen&Unwin,1932),ReligiOus

and Cultural aSIЮ cts of Khadi(Ⅳ Ldras,MR
SeShan,1932)がそうであり、そ して出版は翌
年になったが、アッシジの聖フランチェスコにつ

いての原稿が書かれた。この時期の彼の関心を示

して余 りあるタイ トルである。

Karmjiaでの生活をはじめて時を経ずして「教
会」当局との対立・衝突が日に日に、目に見える

形で激しくなりはじめていた。一方、ガーンデイ
ーは未だ獄中にあり、そこより分離選挙への反対

を訴え続けていた。その中でエルウィ/は、雨期
の間、イアドの実情を訴えるために、一時ヨーロ

ッパを訪れることを決めるのである。それが予想

外の結果をまねくことは、その時考えも及ばない

ことであった。

=つづく=
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○編集部移転のお知らせ
月 日

本年 2月 10 日より6月 10日 までの 4カ 月間
、編

1.15 火

集部を下記に移転しま
‐
九 この間、 編集担当の角田   16 水

は不在になり、かわって伊東が業務を行
います。

≪:臨時編集部≫〒979-13福 島県双葉郡大熊町

大字下野上字 大野 155-3伊東満方

◎事務局日誌
月 日 曜 摘 要

19 土

事務局打
22 火

摘 要

百マフヤ」99号発送 (ル ーム

法人化関係書類整備

セミナートレッキング隊帰国

カンチェンジュンガ資金対策、各スポ

ンサー(4カ 所 )と の協議

野田衛氏インタビュー (サ ンケイ新聞

社 )、 法人化事務検討会、日本ヒマラ

ヤ研究所設立協議 (ル ーム )

カンチェンジュンガ偵察隊梱包 (ル ーム)

写真メーカーと協議 (仙台 )

カンチェンジュンガ資金対策

インド登山財団、エア・インデイアヘ

文書発送

カンチェンジュンガ報道機関と協議

文部省と法人化について協議

日山協海外登山技術研究会 (27日 まで、

於横浜 稲田、山森、角田、他出席 )

報道機関との協議 (東京 )

曜

7 ( ,,r,--t^. fl1

17 木

23 水

24 木

25 金

26 土

28 月

8 火

木

情報管理懇談会 (ル ーム、水野勉他 )

カンチェンジュンガ資金対策 (各 スポ

サーとの協議、東京 )

嘆願書協議 (外務省 )

各国山岳団体へ交流文書発送 (11カ所 )

日高食品と協議 (岩手県水沢市、高橋

亭夫他 )

報道機関と協議

10

11 金

12 土

◆。◆ 寸 感 ◆。◆
>太陽が地球の裏側をまわって再び顔を出す

まで机に向かっていたある朝のこと、疲れき

った眼球に突き剌さってくる陽光の強さに意

味もなく喜びを感じたことがあります。 しい

て理由づけするならば「 無我無中になってい

ることの喜び」とでもいうのでしょうか。

「 そりゃオマエ、マゾだょ」とある友人に言

われましたが、ヒマラヤに狂った連中とは、

みんなそんなものなのだと思います。

レカンチヘ行くため、 4カ 月程編集を離れま

すが、気鋭の新編集者が留守中の業務を担当

します。よろしくお願いします。  (T)

ゅゅゅ‐ゅ 原 稿 募 集
ニュース  ヒマラヤ(中央アジア含む )の各地域の社会情勢・現地事情 (入山事情 )の変化、日本を含

む各国登山隊の動勢、その他気のついた事をお知らせ下さい。
ニュースソースも併記して下さい。

紀  行  遠征、トレッキング、旅、etC・……o
ヒマラヤ及びシルクロードに関する地域なら何でも結構です。

(記
録 "ではなく

tt紀
行 "と してお気軽に

御投稿下さい。 400字詰原稿用紙 6～ 8枚程度、横書きでお願いします。

日本からヒマラヤから  ヒマラヤ等に出かけた際の印象、現地からの便り、ヒマラヤに関して日頃思っ

ていること何でも結構です。「ヒマラヤ」編集部やHAJに対する提言などもお寄せ下さい。

またヒマラヤ地域に出かけられる方、
ハガキで結構ですから御一報下さい。

★ 投稿は会員、非会員を問いません。採用分には掲載誌を贈呈致します。
 

一
§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

ｏＳ

』
ゅ _ゅゅゅゅゅ

`

ヒマラヤ肱100(3月 号)
昭和 55年 2月 20日 印刷 55年 3月 1日 発行

柴 田 金之助
角 田 不 二

日本ヒマラヤ協会

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1-506

郵便振替 東京 o-48954「 日本ヒマラヤ協会」

人

人

所

行

集

行

発

編

発
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ヒマラヤ 1～ 100号総索引
A.論説、研究、報告
B.ガイド、紹介
C。 記 録

D.紀 行
E.エ ッセィ、書評、物語
F.連 載
G。 その他

(a)特別事業計画

(b)その他

H.会 務
(→ 総会、理事会報告
(b)一般集会、研究会報告

※ミニニュース、集会案内、図書・ 資料等の紹介、

会員だより、ツァー日程、募集、ヒマラヤに関す

る質問と解答、広告は除きました。

※左は号数、右はページ(NQ l～ M.19は通しペ

ージ)です。

A.論説・研究・報告
・協会の意図するもの 会長柴田金之助 1- 1
0仏教とネパール(1)グルグルマ●ラトナ

金井 典子 訳  1- 8
・      ″     (2)       ″          2- 15

・      ″     (3)      ″         3- 47
0      ″     (4)      ″         4- 77

・     ″    (5)      ″        5- 89
0     ″     (6)      ″         6- 99
●ヒマラヤ地方の王国(1)PoPカ ラン、WoMジ ェ

ンキンス  沖 允人 訳 7-126
0       ″      (2)      ″     8-147

・       ″      (3)      ″     9-175
°       ″       (4)      ″     lo-194

・       ″      (5)      ″    11-226

・       〃      (6)      ″    12-271

・       ″      (7)      ″    13… 300
0       ″      (8)      ″    15-388

・       ″      (9)      ″    24- 20

・       ″       10       ″     26- 28
°       ″       〔〕       ″     27- 28

・       ″      〔②       ″     28- 26
0高山病ノート(上)  阿部 淳    6-117
・   ″   (中 )     ″     7-133
・    ″     (~11)        ″       8-153

・    ″     (補遣)      ″      11-229
0カ シミール(2)国 境紛争 大木滝次郎  7-131

●カシミール(7)参考資料について

沖   允人 12-287
0カ シミールとラダックの山々 (講演速記 )

F.M.ハ スナイン博士

沖 允人訳 15-379
・ ネパールの物価 (1971.1調べ )  18-506
0ポ カラの物価表(1970.1.1)浜 理事調査 19-546
0深田久弥さんの功績について 野上成男 20-22
0中国を知るための一般的文献

大木滝次郎  23-24
・ :List of Peaks arOund Manali

Nb l ,No 2        29-5,29-8

・ インドのすばらしい“何か"森本達雄  30- 4
・ スワー ト地方の概要  出口  当  34-10
・ ネパールのシェルパ(1)J。 ボーディロン

山下政一 訳 34-22
0       ″      (2)   ″        35- 18

・ ネパールの宗教    岩水 竜峰  36-20
・ リエゾン・ オフィーサー、サーダーおょびポー

ターの保険に関する規貝U      37-23
0ガルワール・ カシミール地区、大幅に外国人に

オープン./ ―ラダックの一部も一

沖  允人 37-28
0ラ ダック入域についてのイ /ド中央政府内務省、

通達書                 38-28
0ブータン・ ヒマラヤの桃源境  「 イ /ド英字新
聞」 1972年 9月 10日 号より、沖允人訳39- 9
・ ネパールにカンバ族騒動 清水 澄  39-14
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・ ネパマルの宗教に関する一考察 (岐阜女子大学      VANTA」 1975年 3月 号より 54- 2

・紀要より)      岩水竜峰  39-16   0イ /ドの北辺境(1)ス カルドウからレーヘ

・       ″       ″   40-14          フレデリック・ ドリュー  55-10
●ガルワルの初期探険者たち 大木滝次郎40- 5       ″  (2)   ″

・ 1974年前半のインドヒマラヤ登山 (速報 )               ″      56- 2

沖 允人 40-28   ●ヒマラヤとシルクロー ドの音楽  花崎 洋

・世界の屋根の争い ―ttL INK"1974年 10月 6                     56-13

日号より         沖 允人 41- 1   ・≪創立10周年をひかえて≫HAJを考える

・ アルチの寺 (ラ ダック)Mohd Deen khan   その 1         稲田 定重 57- 1

(歴史学者 )41- 3   0そ の 2 組織とメンパーのあり方
・ HAAJと は何か―現状と将来  稲田定重                 山倉 洋-58- 1

42- 2   ・ その3 ヒマラヤとシルクロードの何に興味が

・体験的インド・ ヒマラヤ登山渉外論                     事務局   59- 1

清水  澄  43-17   ・ その 4-1 ヒマラヤヘの最短距離
0カ シミール   Mala Simgh                           」`林 英見 60- 1

訳 鈴木 康志   44- 5   0そ の 4-2私 とヒマラヤ 堀内 立三 61- 1
0ハ ルディオル7,151mの悲劇 1974年 インドO   oその5 もうひとつのHAJ一 ヒマラヤの高峰
ニュージーラ/ド隊  沖  允人  45- 7   をめざさないということ 藤井  毅 62- 1

・ ブータンの人々のくらし 戸波 啓子 47- 1   ・ その6 私とHAJの つき合い

・ネパール小史      大木滝次郎 47- 3               黒沢 文代 63- 1
0ネ パール農業・農山村の現状 (月刊地理第20   0ネ パールの外国人に関する規則改訂される

巻第 2号より)     山野 明男 47- 4              B.ラ ンジャン 57- 2
0カ トマンズ・デリーの登山用具、食糧などの値   ・ ラダック (1)   S.G.コ ウル  57- 4

段 1974年 11月 現在 沖允人・佐々木正 47-15   ・  ″  (2)     ″    58- 6
0イ /ド登山規則 1975       47-21   0最 近の映画とテレビから      57-19
0シ ェルパーエペレストの人  々          0サ セル・カンリ=ラ ダックの名峰

MAR10 FANTIN                ラダック研究会 58- 2

山下 政一 訳  48-16   ・ ゎが国で聴取できるヒマラヤ諸国の放送

・ ラダック≪その 1≫   N.LBノKAYA                   稲田 定重 58- 3

沖 允人 訳 48-19   0ラ マ教の世界      岩水 竜峰 58- 9
″ ≪その 2≫    ″    49- 6   ●ヒマラヤ関係地図―市販リストから 59- 5

0タ ジ●マハール tt大理石の城 "          ・ 口/グスタッフのサルトロ峠越え

倉橋洋次郎 49- 2                  沖  允人 59- 9
0ヒ マラヤ概説      大崎 正信 51- 1   ・ ラダック(その 1)G ovt.of lndia発 行

・ インドヒマラヤ概説   沖  允人 53- 3   「 Ladakh」 より    小栗恒夫訳 65-18
0ネ パール政府 登山規則を一部改定  53- 7     ″ (そ の2)   ″

・ ラダック小史(1)征服と崩壊そして平和           ″          ″ 68- 4

大木滝次郎 53-11     ″ (そ の3)   ″

″ (2)      ″  54- 8        ″       宗綱チズ訳 69-11

・ アッサム北部の山岳地帯をめぐって        ・  ″ (そ の4)   ″

藤井  毅 54_ 1         〃            ″  70- 6

・ ラダックの開発  インドの月刊新聞「HIMA
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・ ラダック(その 5)G ovt.Of lndia発行

「 Ladakh」 より    1宗綱チズ訳 88- 4
●パキスタンを知るための本 10冊

阿部  淳 66- 9
・ H&Sの 宗教 (その 1)プ ロアスター教

岩水 竜峰 69- 8
°   ″  (そ の 2)イ ンドのゾロアスター教

″    70- 11
°   ″  (そ の 3)シーク教

″    71-  6

・    ″  (そ の 4)シ ーク教 (瘤D
″    72- 11

・    ″  (そ の 5)ジ ャイナ教
″    73-  8

°   ″  (そ の 6)ジ ャイナ教 (続)
″    76- 11

°   ″  (そ の 7)仏教
″    79-  5

0シルクロー ドの山と人 (講演要旨 )

水野  勉 69-14
°キシュトワール・ ヒマラヤ 千葉 良正 70- 3
0チ ペ ット入域の日本人たち (講演要旨 )

金子 民雄 70-16
0イ ンド登山界、最近の活躍

SuShil Pahiya   70- 17
・ インド・ ヒマラヤヘのさそい (講演要旨 )

ジョギンダール 0シ ン 71-12
●ヒマラヤの村と人(講演要旨)辻井達-71-14
0ネ パールの新しく解禁された山々  78-22
0グ ライ・ ラマとラマ教の世界 (講演要旨 )

井ノロ泰淳 79- 6

岩水 竜峰 79- 7
0イ ンド●ヒマラヤ主要和文文献   80- 1
●インド0ヒ マラヤ登山年表 沖 允人 80- 1
0中央アジア●ヒマラヤ新刊書    82- 1

″   (追 加リスト)83- 14
0イ ンド・ ネパールのこと「福井歯苑」NQ 56

より森岡武-85- 7
0イ ンド●ヒマラヤ記録集成 沖 允人 87- 1
0イ ンド・ ヒマラヤ登山規則 (1979) 87-68
0イ ンド●ヒマラヤ主要和文文献   87-74

・ ヌンは7.000メ ー トル峰か 安藤忠夫 88- 1
・ 山をめざして一CMDRoJoginder sitth氏 への

インタビュー Youth Timesよ り

中村好江訳 88-12
・ インド東北部の動向        89-11
0ひ とつの新聞記事から       91- 7
0現代のヒマラヤ志向とは? アンケート調査

91- 8
0続・ 現代のヒマラヤ志向とは?    92-10
0イ ンドヒマラヤ1978年の記銅Kl)～ 日本隊を除く～

稲田 定重 92- 6
°          ″         (2)     93-  8
°          ″         (3)     94-  8
0 Mr.Sh"maを むかえて ネパール・ ヒマラヤ
その現状と将来     編集部   95- 7
・ ヴェリエル●エルウィン小伝(1)

藤井  毅 95-22
96- 22

97- 22

98- 22

99- 22

100-26

２

　

３

　

４

　

５

　

６

●ガンゴトリ山群とその周辺 稲田定重 98- 8
0ネ パール登山規則改正さる 編集部  98-16
0≪未踏への誘い≫(1)ガルワール・ ヒマラヤ ナ
ング●デヴィ山群    稲田 定重 90-14
°≪  ″  ≫(2)ガルワール 0ヒ マラヤ 東
部ガルワール      稲田 定重 91-19
°く≪  ″  〕≫(3)ガルワール●ヒマラヤ カ
メット山群       稲田 定重 92-16
・≪   ″  >(4)ガルワール・ ヒマラヤ ガ
ンゴトリ山群      稲田 定重 93-20
0く≪  ″  >(5)パ ソジャブ・ ヒマラヤ キ
ンナウル地域 I     稲田 定重 94-17
0く≪  ″  〕≫(6)バ ンジャブ・ ヒマラヤ キ
ンナウル地域Ⅱ     稲田 定重 95-18
0≪   ″  〕≫(7)パ ンジャブ・ ヒマラヤ キ
ンナウル地域Ⅲ     稲田 定重 96-18
0≪   ″  ≫(8)バ ンジャブ●ヒマラヤ キ
ンナウル地域Ⅳ     稲田 定重 97-18
0≪   ″  ≫(9)シ ッキム●ヒマラヤ

稲田 定重 99-18

-29-



・≪未踏への誘い>00)キ シュトワール I

稲田 定重 100-22

・≪遠征学入門≫

・ PART― I遠征学の領域と課題 阿部淳 91-17
″ 一Ⅱ遠征登山の意志決定  ″ 92-14
0  ″ ―』I登山のデザイン その 1

阿部  淳 93-18
″ ―fV登山のデザイン その2 94-15

″    94- 15

0 ″ ―V情報から計画立案へ
″    95- 16

″ ―Ⅵ 現地でのあれこれ
西郡 光昭 96-16

0 ″ 一Ⅶ 遠征準備あれこれ(1)
″    97- 16

・   ″ -111     ″    (2)
″    98- 18

o   ″  -lx       ″       (3)

″    99- 16

・  ″ 一】【      ″     14)″     100-20

・ 100号記念座談会「日本登山界とHAJ」

池田常道、遠藤登、広島三朗、森田千里、稲田

定重、山森欣-          100-11

B.ガイ ド0紹介
・ 旅行地紹介その 1 エペ レストの氷河を訪ねる

1-  2

・   ″  その 2 アンナプルナヘの旅
1-  4

0聖なる彫刻の話     大木滝次郎  2-19

・ カシミール(1)一般的案内と標高 4,000米の高

原ハイキングコース  鷲北  晃  6-101

・ カシミール(3)生活事情と旅行許可範囲

沖  允人 8-165

・ カシミール(4)登山について その 1

沖  允人  9-180
・ カシミール(5)登 山について その 2

沖  允人 10-202
0カ シミール(6)登 山について その 3

沖  允人 11-240
0カ シミール(8)― カシミール・ ヒマラヤの日々―

平林 寛也 16-443

・旅行地紹介 その 1 カトマンズ   6-104
″   その2 エペレストの氷河を訪ね

る                    6-104
・ 旅行地紹介 その3 アルナプルナヘの旅

6-111

0ナ ムチェ方面高度表         6-107
0ポ カラ方面高度表          6-113
・ IoM.セルチャノ氏のホテル、カトマンズにオ

ープン              9-177
oサ ブ●ザックでヒマラヤヘ、カトマ /ズで登山

装備が借用可能           9-182
・ 旅行地紹介    ポカラ班 シーカ方面

15-396

・   ″        ″  セティ・ コーラ

方面、ゴサイ/ク ンド方面     16-429
0現地報告その1 アッサム便り  橋本  実

16-437

0 ″  その2 ネパール・ ハイキング

竹沢 昭治 16-438

・ 旅行地紹介その 1 ポカラ班 シーカ方面
21- 13

・  ″  その 2 エベレストの麓へ 21-14
0≪ ヒマラヤ情報> ビルマ入国最近の情報

大木滝次郎 22- 9

・ ≪  ″  ≫ シッキム入域について
沖  允人 22- 9

●≪   ″  ≫ カンチェンジュンガ方面の

トレッキング     大木滝次郎 23-15

・ ≪  ″   ≫ 中国への旅 (上)
大木滝次郎 25- 8

0≪   ″  ≫    〃 (~D
″    26- 13

0イ ンド・ ヒマラヤヘの招待 M.S.コーリー 23-11

・ 日本アフガニスタン協会―紹介

沖  允人 23-15
0モ ンゴルとゴビ砂漠   山本 克彦 25- 5
0ト レッキングの範囲について

在ネパール大使よりの通達  27- 1
・ クル谷周辺のトレッキング      29- 3
0パ /ジ ャプの山 1972年夏 大嶽藤-29-13
0ヒ マラヤヘのツーリズム M.S.コーリー 32- 2
●インドヒマラヤ登山一バンジャブとカシミール
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を中心として一    M.S.コ ーリー 33- 5
●インドヒマラヤの山  々KoP。 シャルマ 33- 8
0ス ワートのこのごろ   沖  允人 34- 2
●ヒマラヤ諸国のホテル紹介 ′■スタン 34-14
0ア ッサムガイド 青い丘とみどりの谷
「 A Trip to Assam」 より藤井毅訳 35- 4
0ア ッサムのこと     橋本  実 35- 9
0ビルマ奥地のこと      ″  35-10
0ブータンのこと「入国手続」 沖允人 35-11
0今冬のネパールトレッキ /グの苦言

沖  允人 35-17
・ インドの避暑地マナリ(Manali)について

藤崎 和生 37-14
・ カシミール登山局のこと 沖  允人 38-16
・ キシュトワール地方 (Kishtwar)の トレッキン

グ案内         沖  允人 39- 7
0体験的デリー案内      ″   40-31
・     ″     (惹竜)      ″    41-  5
0    ″     (続 )々   ″   44- 13
0イ ンドで長く暮すこと    ″  40-34
0ラ ホール谷 (LAHOUL VALLEY)一 Sita
World TrⅣel資料より 藤井好夫訳 41- 6
0ア ッサム0シ ッキムのこのごろ

沖  允人 43-10
0ザスカールヘの夢    沖  允人 44- 8
°       ″     (る電)      ″    54- 16

・ ガルワール山麓の名勝地 ―インド観光局パ /
フレットより           45- 1
0ミ ラム氷河情報     沖  允人 45- 9
●シムラを起点とする山岳地情報

大木滝次郎 45-10
0イ ンド・ ヒマラヤヘどうぞ

S.ク マール (Kumar)51- 3
0カ シミールの夏     鈴木 康志 51- 5
0秘境ラダックを訪ねる旅      51- 6
0ダ ウラギリの雄姿を見る 第 21号再掲51- 7
・ アンナプルナ南面の旅    ″  51- 8
0エベレストのふもとへ    ″  51- 9
0 AFGH」いJI sTぶ旅行メモ     54-15
0≪関係の機関・団体≫

その 1 東洋文庫         57- 7
その2 日本ネパール協会 稲田定重 58-13

その 3 (財)日 本パキスタン協会   61-15
その 4 アジア経済研究所      64-17
その 5 ネール登山学校       65-15
その 6 日本ヒンズークシュoカ ラコルム会議

66- 11

その 7 ダージリンのヒマラヤ登山学校
稲田 定重 67- 3

その 8 農林省熱帯農業研究センター 68-13
・
ttパ ゴダの国 "― ビルマの一週間

沖  允人 59- 2
0イ ンド旅行の手引    インド政府観光局発

行の資料  61- 6
●ヒマラヤヘの誘い Jogin“ r Singh 64- 1
0≪中央アジア・ ガイ ド≫中国領中央アジア

沖  允人 64-11
0パキスタンの旅について 大木滝次郎 66-16
0ア フガニスタンの旅について

鈴木 康志 66-17
0シ ッキム      K.P.シ ャルマ 67-13
0ス リナガール ●レー間の レストハ ウスなど

68-  4
●ヒマラヤの料理(1)タ ルカリ(ネ パールその 1)

西田 純子 70-12
・   ″  (2) ″ (ネ パールその 2)

″    72- 10
″   (3)バナナプリ(ネ パールその 3)

″     73- 10
0シ ッキムとダージリン  藤井  毅 73- 4
0ダージリンとシッキムの案内 S itaworld

T ravelの パ ソフより  中村好江 訳 73- 5
0ダージリン●シッキムヘの トレッキング日程の

例                           73-  6

・ 中央アジアの三都市   中西喜和男 74-12
0ザ スカール ●ガイ ド ペンドン峠 (5,151m)

F.フ ィダ 75-19
0カ シミール周辺の トレッキング

鈴木 康志 81- 4
・ ザスカール山群の トレッキング   81- 7
0ネパールの トレッキング手配について 85-10
・ インドの トレッキング ;代表的コース

Youth Times May 13-26,1977よ り85- 12

・ ガルワール・ ヒマラヤ ルプクンドヘの トレッ
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キング日程  SitaWorld Travelの パソフより

中村好江訳 88-10
0HAJイ ンフォメーション     100-18

C.記   録
・秘境の峻峰に挑む ヒンズークシ踏査隊の記録
北日本新聞の切抜きから

①計画と準備     橋本 広隊長 12-281
②出発         ″   12-282
③周辺の自然       ″   13-303
④風俗・習慣       ″   13-304
⑤酒と女        ″   13-305
⑥日本人        ″   14-331
⑦コーイ・グラン登頂 中藪淳一隊員 15-372
③コーイ・ザック登頂   ″   15-373
◎コーイ・スパイダー登頂 ″   16-434
⑩コーイ・ランダイ・ジャルガ登頂

坪川賢三隊員 16-436

・ ダウラギリからジュムラ 1972年プレモンス

ーンの記録      米山 利雄  26- 6
・ チリメコーラ源頭とゴサイノクソド、 トレッキ
ング(1972.3)   岩水竜竜峰  28- 4
oパ ソジャブ●ヒマラヤ遠征隊概要報告

滋賀岳連隊  29- 9
・ カシミール・ ヒマラヤ1971空  昌昭  30- 7

″    1972千 葉良正  30-14
0ア フガニスタン・バラクラン谷などの旅 1972

5～ 8     名城大学第3ヒ マラヤ調査隊
鈴木章一・柴田利雄 30-19

0カ ンジェラルフ(6,660m)に 初登頂./

渡辺 文仁  31- 1
03つの無名峰登頂とセントラ・ ピーク試登

HAAJ SWAT TOUR 34- 5
・ ニルカンタ登頂 1961年インド隊

沖 允人抄訳 37- 3
0 SONAMARG THATWAS北 面の試登

久保 幸治  38- 7
・ ラムジュン・ ヒマール (6.993m)新ルートから

登頂./        山倉 洋- 39- 1
0ガルワール・ ヒマラヤ≪カランカ初登頂≫

田辺 郁夫  49- 1
・秘境ザスカール山群、ピズドン峠 (4,810m)

日本ヒマラヤ山岳協会ザスカール踏査隊50- 2

≪1975年日印合同カシミール・ ヒマラヤ遠征隊

ヌソ峰≫

・ HAAJ.NK登山隊だより その 1・ その 2
山森副隊長 46-12

・   ″   ″     その 3
山森副隊長 47-19

0遠征実施にいたるまで

事務局長 稲田定重 52- 1
・概要報告(1)主 として先発隊の行動

隊長 西郡光昭 52- 2
″ (2)山森副隊長のヌン・ クン通信から

本隊行動記録       山森欣-52- 6

・ NUN(7■ 35m)ア タック記 保坂昭憲 52-10

≪ 1975年 HAAJガルワール・ ヒマラヤ遠征隊≫

・ HAAJOGH登山隊だより その 1
遠征隊事務局 46-12

″      その 2
稲田副隊長 47-19

0     ″  その 3:そ の 4:その 5
清水隊長  48- 2

・遠征実施にいたるまで  副隊長 稲田定重
52- 12

・ P。 6922,Ca.7000(P.6911),BAMCHU

(6303)初登頂(GH隊行動の概要 )

稲田 定重 52-13
・ P.6992(Mt.RISHI PAHAR)峰 登頂記

館野 秀夫 52-18
0 Ca.7000(P.6911,SAF MINAL)初登頂

今井 二郎 52-19
0隊長 現地通信-6,992m峰全員征服に男泣き

清水  澄 52-21
0月 明りのパムチュー (6,303m)

リエゾン・オフィサLB.P,Sフン乃レ中尉 52-22
0バ ムチュー登頂のいきさつ 清水 澄 52-23
0 ttナイス・ガイ"われらのリエゾン・オフィサー

清水  澄 52-24
0初登頂の二峰に命名        53- 3
≪〔HAJア フガニスタ/登山隊 1976≫,55- 8
0HAJア フガニスタン隊だより その157-11

″   現地だより(1)58-15
・          ″         ″   (2) 58- 15
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・ HAJアフガニスタン隊現地だより(3)～(6)60- 6
●ザスカール山群の旅―スルよリパハルガムヘ

HAJ酒田グループリスカール踏査隊 56- 6
0コ ムニズム峰登頂 JACパミッレ登山隊 64-15
0チ ャンガバン1976   大野 晴美 65- 1
・ プリア/サール(6,293m)1975年

内田 嘉弘 66- 1
・ K-7試登 1976年  福岡GCC同人カラコル
ム登山隊        成末 洋介 66-10
・ ゴサインクンド・トレッキング五十嵐利信 72- 1
0 11AJ 1977年 パミール隊報告

パミール登山隊 74- 1
0広島山岳会キシュトワール●ヒマラヤ

EXP 1977       名越  実 75- 3
0ラ ホール●ヒマラヤ ガングスタ /(6,162m)

登頂記 1973年インド隊 S.K。 ロイ 75-10
・サセル 0カ ンリ東カラコルム1946

J.D.Mロバーツ 83- 4
≪HAJカ ラコルム遠征隊≫
・HAJカ ラコルム遠征隊ニュースその 10その 2

79- 12
″       その3 バツ

ーラⅡ峰登山計画の成立に至る経緯

伊東  満 81-20
0HAJカ ラコルム遠征隊ニュース その4 現地
通信NQ l～ NQ 7   隊長 西郡光昭 81-21

″       その5 現地
通信NQ 8 バツーラⅡ峰初登頂   83-21
≪ 1978年HAJヌ ン峰(7.135m)登山隊≫
●ヌン(7■ 35m)登頂日記  1978年 夏

沖  允人 84- 1
●ヌン登頂記       高橋太一郎 84- 4
・薄い雲におおわれていたヌ/(ヌ ン頂上と第 2
キャ/プ との交信記録の一部)   84- 6
0ヌ ン第 2次登頂     寺本 政幸 84- 7
・ D41峰登頂記     鈴木 正規 84- 7
・先発隊日記   飯村富彦・八嶋 寛 84- 8
0行動表               84-10
0ヌ ン隊の経過概要    沖  允人 84-12
0隊員紹介             84-15
0D41峰登頂の思い出  八嶋  寛 84-18
0ヒ マラヤ 7,000m峰 の短期登山を終えて

沖  允人 84-19
・ 日本人による7,000m速攻登山3隊の比較84-23
≪ 1978年HAJガルワール・ ヒマラヤ(ト リスル

I峰 )遠征隊>
・速攻.ノ トリスル (7.120m)登 頂

稲田 定重 86- 1
0ト リスル I峰登頂記   飛田 和夫 86-14
・ 素人でも世界の尾根へ他 新聞切抜  86-17
0遠征を終えての感慨 隊長 稲田定重 86-19
e CBll(6,044m)初 登頂

JFMA CBll踏査隊 90- 6
・南バイハリジョト初登頂 明治大学駿台山岳部

インド・ ヒマラヤ登山隊 90- 9
0ヤルツァンポ河大湾曲部探査 中国科学院青蔵
高原総合科学調査隊 揚 逸疇 94-10

●プマリチッシュ(7,492m)北海道山岳連盟カラコ

コルム遠征隊      千葉 良正 96- 8
・ ルプガルサール (7,200m)

法政大学カラコルム登山隊 96-11
・未知なる氷河の進かな山ヘ キャシードラル
6,400m(1979ヒ マラヤ登山学校 )

山倉 洋-97- 8

D。 紀   行
・ 初めて見たヒマラヤ   増田 秀穂  3-27
0エベレスト12日 間グループ 森 美枝子  3-30
0タ ンポチェ僧院に泊まる 村上常太郎  3-38
0ア ンナプルナ・ グループ 増田 秀穂  3-39
●エベ レスト山麓 日記 (協会宛への便 りより

11月 10日 カ トマンズ発 )沼田 1敏彦  4-60
●ヒマラヤヘのあこがれ  森 美枝子  4-58

(E2グ ループ )
●エベレスト28日 間グループ 山岡 元弘  4-62
062歳のヒマラヤ紀行 東京中日新聞
(S.43.11.15)    石森芳太郎  4-73
●ヒマラヤかけある記 兵庫山岳(S.44。 2.1)

沼田 敏彦  4-76
0      ″           ″ (S。 44.3.1)

″     6-109

・       ″           ″ (S.44.4.1)
″     6-110

0第 3回 ヒマラヤの旅ネパール報告その 1
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ナムチェグループ    谷野 計夫 10-190               堀内 立三 21- 2
0第 3回 ヒマラヤの旅・ ネパール報告その2     0ヒ マラヤ紀行 アンナプルナ南面の旅 8m映画
アンナプルナ山群へのトレッキング(1)       の解説より   浜  厳・清水 澄 21-15

浜   厳 11-221   ・ネパール元旦      門倉  賢 22- 1
0第 3回 ヒマラヤの旅・ネパール報告その3     ●ヒマラヤ山中鴫おとぎの国 " シッキム 0ア ッ
アンナプルナ山群へのトレッキング(2)       サム(信濃毎日新聞より)光島  督 22-10

浜   厳 12-259   0第 7回 ヒマラヤの旅 報告その 1
0第 3回 ヒマラヤの旅・ネパール報告その4      ランタン・ ヒマール踏査行速報
アンナプルナ山群へのトレッキン烈3)                   稲田 定重 23- 6

浜   厳 13-292   0冬 のインド旅行 (1972年 2月 )
・ 第 3回 ヒマラヤの旅・ ネパール報告その5                  併井 照和 24- 2
ヒマラヤの湖とラムジュン峰 (上)        ・ルクラからロブジャまで 上田 安宜 26- 4

飯田 祐次 14-315   ・ ゴザインクンドの想い出 (東京集会での講演速
・ 第 3回 ヒマラヤの旅・ネパール報告その6      記 )         」ヽ林 英見 27- 1
ヒマラヤの湖とラムジュ/峰 (下)        ・ モディコーラの トレッキング(北海道ヒマラヤ

飯田 祐次 15-359    集会での講演速記 )  今村 朋信 27- 2
・ ティリチ・ ミール氷河への旅(1)          ・ ゴビ砂漠日記 砂漠・ しん気楼●グルの生活
昭和44年 7月 2日～ 8月 26日                        村山 栄子 28-14

津田 文夫 10-198   0ク ル 0マ ナリの想い出  林  茂樹 29- 5
0テ ィリチ・ ミール氷河への旅(2)         ・快調的社会主義的侵略的道路脱税線走行 カト

津田 文夫 11-233   マ /ズ ●ポカラバスの旅 井関  扶 31- 4
0テ ィツチ・ ミール氷河への旅(3)          0ネ パール 1973年 8月  沖  允人 33-10

津田 文夫 12-263   ・ ガルワル山麓の旅      ″  36- 4
・ ティリチ・ ミール氷河への旅(4)          ・ シッキム・ アッサムの旅 (HAAJ.SIKKIM.

津田 文夫 13-308   ASSAM TOURの 記録1)藤井  毅 36-11
0テ ィリチ・ ミール氷河への旅(5)          0シ ッキム●アッサムの旅 (HAAJ.SIKKIM.

津田 文夫 14-337   ASS」咄〔TOURの記録2)藤井  毅 37- 7
・再びヒノズークシヘーコーイ・バルフ(5β 70米)    ・ まぼろしのコラホイトレッキング1973年 3月
の登頂など―      金田 正樹 14-344               福井 浩之 36-24
・ 第 5回 ヒマラヤの旅 報告その 1         0ハ ラムク周辺の山    内田 嘉弘 38-11
ゴサインクンド班    堀内 立三 16-417   ・ ソナマルグよリパハルガムヘ山田 正弘 38-14
・現地報告 その3 アンナプルナー周とランタ   ・カシミールー人旅    浜口  徹 38-15
ン●ヒマールヘの旅   末吉 鉄也 16-439   0カ トマンズとスリナガール 黒沢 文代 38-16
・ インド0ネ パールの旅 その 1           ・秘境ラグックを訪ねて 下野新聞連載

資延 憲英 16-455               空  昌昭 38-20
・ イソド・ ネパールの旅 その2           ①「地球に国境はない」、②灰色の岩と砂の世

資延 憲英 18-510   界、③夢幻のカラコルム、④代 受々継ぐ家族財
・ インド・ ネパールの旅 その3           産、⑤豪せいな元王様の生活

資延 憲英 19-533   0フ ンザを訪ねて     上村 芳枝 38-30
●ヒマラヤ紀行 カプラル(ス ワー ト)での数日   ・キシュトワール  R.N.Pasvicha 39- 5
昭和 45年夏      久保田瑞枝 20-18               沖 允人訳
・ ゴサインクンドヘの旅―シェルバと共に一     ・ ラダックの印象     稲生由美子 39-15
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0ガルワル山麓 ●クマオンヒルの旅

藤条 好夫 40- 7
●ピングリー氷河へのトレッキング

D.P.Pnadey 40-  9

沖 允人訳
・ペンジケントの遺跡で  堀内 立三 41- 4
0シ ッキム冬の旅     沖  允人 42- 5
・ カシミールを旅行した思い出

今井千代子 44-18
0ガルフル ●ヘムクンド紀行 標高 4,328mの湖
を訪ねて        沖  允人 46- 1
0 ttネ パールの旅 "ラ ンタン方面

林 さゆり 48- 14
0イ ンドを旅して     保坂 昭憲 53- 5
0雲の上の村       山倉 洋-53- 9
・ ダージリンの印象    稲田 定重 53-16
・サンダクプー紀行    館野 秀夫 54- 4
0ダ ウラ●ヒマールの旅 (74.12～ 75.1)

清野  孝 54-11
・ クンプの旅≪ 1975年> 片岡 善恵 55-15
0世界の屋根を行く (1) 増田 秀穂 56-16
・       ″      (2)      ″    57- 13
01AA(国 際芸術家協会 )ネ パール委員会訪
門記          藤江幾太郎 59- 7
・ 4度 目のネパール 50。 10.20～ 11.30

″    60- 14
0≪ ヒマラヤ紀行≫

カラコルムの山旅 河西 俊郎 61- 2
″    62-  2
″    63-  2
″    64-  6
″    66-  4
″    67-  2
″    68-  1

・≪中央アジア紀行≫

天山の麓へ (1)   沖  允人
″      (2)           ″

ブハラの秋      水野 治朗
●マナスル通信      清水  澄
・インドで感じたこと   松本香代子
0ス リガナル漫遊記    近藤 龍良
0シ ンギ●カンリ周辺の氷河と峠

東北大学カラコルム遠征隊 古谷 信之 66-12
0≪ ヒマラヤ紀行≫

私のヒマラヤ (1)  小林 英見 69- 6
″     (2)        ″    70-  1
″      (3)         ″     71-  1
″     (4)        ″    72-  8
″     (5)        ″    75-  1
″     (6)        ″    76-  1

(ソ ナマルグの 2日 間 )

″     (7)        ″    79- 13

(ラ ンタンコーラトレッキ /グ )

″      (8)         ″     81-  8
″     (9)        ″    83-  1
″      10        ″    85-  1

0世界の屋根への階段 インドエペレスト隊(1965)
ハイライ ト      cavoJ。 シン 71- 3

沖 允人訳
0カ ルカッタ・ ダージリン旅の印象

松本香代子 73- 1
●≪モンゴル紀行≫ (1)

北京～ウラ/パ ートル鉄道の旅

松岡 秀世 73-14
・≪   ″  ≫ (2)
モンゴルの日  々       ″   76-12
0≪ラダック紀行≫ 1977年
マルカ川流域の村々を訪ねて

赤沢 正史 75-12
0≪ベルシャ紀行≫ 1976年 10月

併井 照和 76- 7
・≪   ″  ≫
新彊ウィングル地方の旅 1977年夏

森本 達雄 79- 1
・インドネパール国境の トレッキング

伊東  満 76- 3
0タ ルコット峰 (6,099m)登頂

桧山  隆 81- 1
・雪のゴラパニ紀行 (1977.12～ 1978.1)

塩原 正-85- 4
0大陸への散歩―モンゴルの旅―

田渕 卓也 88-14
0 HAJガルワール・ ヒマラヤ遠征隊に参加して

Capatin Mukesh Chopva   88- 16

″

″

″

″

″

″

１

２

３

４

５

６

７

62-  4

63-  8

64-  9

62-  9

65-  4

65- 16
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・ ブータン西部山稜踏査

・ ビルマ紀行

・ ティリツォからマナン

・≪ザスカール紀行≫

ピズドン・ ラを越えて(1)

″     (2)
″       (3)

中垣 淑子 92-20
″    93- 24
″    94- 22

E.ェ ッセィ・書評・物語
・ 百万円をもうけ損ねた話 大木滝次郎 1-11
0HAAJと メッカ巡礼  近藤幾太郎 3-38
0セルチャン氏一家のこと、ネパールのこと

藤江幾太郎 3-44
0ネ パールの酒      大木滝次郎 8-162
・ ネパールと日本人のこと 前駐日ネパール大使

BoR.バ ングリー 9-168

・灼熱の国で、山、ヒマラヤを想う

資延 憲英 11-239

・ EXP'70の収穫    大木滝次郎 12-275
0追悼 深田久弥先生        17-468
・深田さんにつながる思い出 沼田 真 17-469

・ 深田さんを悼む     藤江幾太郎 17-470
0謙虚な山登 りを教える  朝日新聞より

串田 孫-17-471

・深田久弥先生と九山山房 神原  達 17-472
0深田久弥先生を悼む   高沢光光雄 17-473
0深田先生宅を訪ねる   沖  允人 17-474
●ヒマラヤ遠征のパイロットとしての深田先生

稲田 定重 17-479
0翔ける魂、深田先生とわたし

山里 寿男 17-480

・深田先生ご夫妻とわが家 沖  道子 17-481
°深田久弥先生をしのんで 新妻  徹 17-482
0カ トマンズでの印象   増田 秀穂 18-5o4
0深田さんが亡くなられて 野上 成勇 19-561
●カトマンズ生活を省りみて竹沢 昭治 20- 2
0ヒ マラヤの花      小林 英見 22- 3
0打率十害1        江上  康 22- 4
●ヒマラヤ物語シリーズ

(1)ネ パール 天国へ行ったユディスティラ

竹沢 昭治 訳
市村美知子 編 22-30

(2)ネ パール ナムラ・ ブッタ物語
竹沢 昭治 編 23-33

(3)カ シミール えい。/おお。ノ

SoL.サ ドウ

三浦 愛明 訳 24-30

(4)ネパール ニャーウリー、マーリー、バチュ
ート       竹沢 昭治 編 25-32

(5)カ シミール でしゃばり者
S.L.サ ドウ

三浦 愛明 訳 26-30

(6)ネパール 死に神に合ったダナタール

竹沢 昭治 編 27-30

(7)ネ パール グルー●マッパ物語
竹沢 昭治 編 31-23

0二度立ったエベレスト ナワン0ゴンブ 23-14
●ヒマラヤ研究Ⅲ (第 7回 ヒマラヤの報告書 )を

読んで              26-26
0ヒ マラヤを詠む     田尻 種穂 28- 1
0私は再びネパールを訪ねる 折戸 正明 28- 2

・「ハスナイン博士」のこと 堀内 立三 36-22
0ラ ムジュンのこと・イソドのこと

佐 木々 正 43-18
・伊藤寿先生 (岩手県 )カ ラコルムで遭難

・追悼          岩水竜峰 48- 8
0伊藤先生逝く      植竹清孝 48- 9
0伊藤先生のこと     沖 道子 48- 9

・ 追悼          久保幸治 48-10
0ある昔の思い出      高沢 忠 49-16
0≪ ヒマラヤ閑話≫を読んで 花の谷のこと

沖  允人 61-14
・ 新聞記事からの冒険        65-17
oェアーサイアム事件について鈴木 康志 67-17

・パミール山行を前にして 中西喜和男 69- 7
0      ″    (続)  ″   70- 13
0ヒ マヤラの民話 0伝説

その 1 雲南地方ペー族の民話(1卜≪金竜報仇≫
五十川倫義 訳
藤井  毅 編 72-18

その 2      ″   (2)≪ 小黄竜≫
″       73- 18

その3 「焦げた米」の謎  「 L ink」 誌
1976.5.30号 より 沖  允人 訳 83-19

森田

八嶋

和泉

千里 89-

寛 89-

拓良 90-

8

16

20

―

“

―



その4 雲南地方ペー族の民話(3)「湖蝶泉」
五十川倫義 訳
藤井  毅 編 85-17

・アルナーチャルの神話 (天地創造諄 )

生駒 芳子 訳 88- 6
・書評

「東海山岳第 4号」   伊東  満 64-19
セイロン島の密林遺跡 (法政大学セイロン島密

林仏跡探査隊 )          67-15
民族探険の旅第 3集インドヒマラヤ 68-16
ツルクロード地帯の自然の変遷   70-18
「別冊サイエンス 地球は生きている」を読ん
■
'                           75- 20
「日本茶の伝来」    藤井  毅 89- 7
かくてこの道は星にまで (山嶺登高会カラコル

ム登山隊編 )           92- 9
逢かなる詩・ シルクロード(レ コード)

93- 17
●「ヒマラヤ」よはばたけ 沖  允人 100-10

F.連   載

≪ヒマラヤ学入門≫

(1)と マラヤ登山研究の指針 阿部  淳 14-353
(2)共同装備について    飯田 祐次 15-399
(3)イ ンドの税関・空路インド経由ネパール入りの

場合          丸山 信治 15-400
(4)ネパール 0ヒ マラヤに関する文献資料

阿部  淳 15-403
(5)打合せ会        植竹 清孝 16-441
(6)ト ラベルローン利用法  小林美知子 19-568
(7)HAAJの 利用     丸山 信次 20-19
(8)ネ パール語を勉強する人々のために

竹沢 昭治 20-20
(9)個人装備としての精神と薬品

高沢  忠 21-17
10その国の人とのつき合い方≪シェルパ≫

植竹 清孝 21-18
[〕買い物 ≪ネパール>    ″   21- 19
10ネパールの田舎の人とのつき合い方

丸山 信治 22-12
10H A A Jについて    沖  允人 22-13
10ネ パール 0ヒ マラヤに関する文献資料 (補遣 )

阿部  淳 22-16
1'写真のとり方      勝山 良三 23-18
〔6)資金のため方      増田 秀穂 24- 8
tη高度の障害について   阿部  淳 24- 8
10お金を盗まれないために 宮原  進 24-10
〔9ト レッキングの装備   増田 秀穂 25-11
個)ク レジット・ カード   大木滝次郎 25-12
21)ト レッキング中の保険について

林  茂樹 25-13
1夕)病気になつたとき    阿部  淳 26-16
123)山岳保険≪海外登山の場合≫

花崎  洋 27- 9
И)国際電報の打ち方    大木滝次郎 27-11
%)現地情報を得るには   阿部  淳 28-16

“

)日本での通関について  大木滝次郎 31- 7
2′ηエア・インディアについて   ″   31- 9
o〕ホテルの利用について    ″   31- 9
cN)国際電話のかけ方    渡部 信子 34-17
∞)ヒ アラヤ概説      大崎 正信 34-20
01)ヒ マラヤの気候概説     ″  35-13
30手紙や小包の料金について 大木滝次郎 42-10
(33の 1)こ れだけは知っておきたいアジアの常

識、インド・パキスタン語

古賀 勝郎 43-15
(33′)2)      ″          ″    44- 12

“

)パ スポートのこと    大木滝次郎 45-14

“

)国際運転免許証       ″  46-16

“

}ネパールの国内航空         47-13
8η通関案内(1)

大蔵省関税局バンフレット 49- 9
(B植物検疫について         54- 5
∞)パ スポートの取得方法  鈴木 康志 54- 6
o)英語の学び方 (練習) 沖  允人 55-18
41)ヒ マラヤ紀行などの自費出版したい方へ

″    56- 14

4oヒ マラヤの国の取締法規など

鈴木 康志 57-18
鶴)旅券についての諸手続  鈴木 康志 58-12
解)パキスタン航空について      60- 5
郷)イ ンスタント食品を試す 沖  允人 61- 5
%)外国へお金を送るには       62-16
にηヒマラヤ関係資料入手方法その 1
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稲田 定重 67-14

邸)ヒ マラヤ関係資料入手方法その2

″    68- 10

49)ヒ マラヤ関係資料入手方法その3

″    69- 10

lЮ)ヒ マラヤ関係資料入手方法その 4

″    70-  8

61)海外旅行の一般的注意  愛知県発行 72-12
「楽しい海外旅行のための ミニガイド」

52輸出用免税たばこ    山森 欣~85-11

63)紀行文や登山記の書き方その 1

大木滝次郎 88- 8

倒)    ″     その2
″    89- 13

≪ヒマラヤ閑話>
(1)ク ン登頂記録について(1)水野  勉 43-19

(2)    ″     (2)   ″   47- 11
(3)ク ン・その他        ″  48-11

(4)ヒ マラヤの意味       ″  53- 8

(5)ヒ マラヤの商人たち     ″  55-14
(6)ミ ニヤ●コンカ        ″   56-11
(7)ヒ マラヤのノーメンクレーチェアー

″    57-  9

(8)花の谷(1)         ″  59- 8
(9)  ″  (2)                     ″      61- 11

00  ″ (3)                 ″    62- 15

tO「深田久弥旧蔵書目録」のこと

″    64-  8

19イ タリア隊によるカラコルム遠征文献

″D冬のクル谷とマラナ

優)開けゆく中国側ヒマラヤ

囲)ヒ ル・ ステーショ/

″)学者 としてのヘディン

ロ

≪ヒマラヤ放談≫

(1)小西 政継
(2)自 旗 史郎
(3)雁部 貞夫
(4)清水 清二
(5)藤江幾太郎

(6)五百沢智也

(7)池田 常道
(8)田 村 俊介
(9)広島 三朗
10 加藤 保男
[〕 高橋  照
〔

' 
野田  衛

五百沢智也

水野  勉
五百沢智也

水野  勉
五百沢智也

96- 20

97- 20

98- 20

99- 20

100-24

89-  1

90-  1

91-  1

92-  1

93-  1

94-  1

95-  1

96-  1

97-  1

98-  1

99-  1

100- 1

〔0シ プトン追悼       ″

〔」ヒマラヤの写真(1)     ″

t,      ″      (2)           ″

〔0      ″      (3)           ″

0つ本の蒐集          ″

〔0ダージリ、ンの博物館   五百沢智也
[9ア ルナチャル・ プラディッシュのこと

水野  勉
側|ヒ マラヤ飛行      五百沢智也
21)古いガイド・ ブック   水野  勉
盤)冬のカシミール     五百沢智也

囲)ム スタンのこと     水野  勉

G その他
(a)特 別事業計画
○ヒマラヤとシルクロード大作戦

○創立 15周年記念事業計画     55- 5
・ その 1 ビルマ雲南への夢 藤井 毅 57-11
0その 2 サセルカンリニラダックの名峰

沖  允人 58- 2
・ その3 アルナチャルー 太陽の昇る山の国

東部ヒマラヤ研究会 59- 7
0その 4,5 パミール計画、カンチ計画、サセル

計画など≪現地事前調査報告≫   60- 3
0イ ンド通信 (1)、 (2)  藤井  毅 62-13
0  ″  (3)～ (7)        63- 4
・    ″     (8)                64- 18
″   (9)～〔3         65- 9

0   ″   u4～10         67- 4
0第 1回 H&S準備委員会開催される 63-13
0コ ムニズム峰登頂         64-15
・着々と実現に近づく、経過、第 2次案概要

67- 13

0HAJ隊 パミールヘ向う      68- 5
0ジ ョギンダール、シン中佐の横顔   69-13
・ シルクロードの山と人 (講演要旨) 69-14

66- 19

70- 10

71- 16

75-  9

83-  3

89- 14

90- 18

91- 22

92- 18

93- 22

94- 20

95- 20

-38-



●H&S(ヒ マラとシルクロード大作戦 )
計画・概要 77- 1

・ H&S調 査隊計画         77- 2
0ヒ マラヤとシルクロード大作戦    77- 3 1
0H&Sプ ラン参加者申し合せ    77- 5
≪H&S計 画≫
・ ネパール・ ヒマラヤリレートレッキング計画

(その I、 Ⅱ、Ⅲ ) 77- 6
0シ ッキムトレッキング       77-12
0ビ ルマー週間の旅モデルプラン(1)～(6)77-13

・平野と丘陵、アッサム28日 間の旅  77-15
・ ラマ教の世界とチベット文化    77-16
0ブラーフマプトラ河流域調査計画  77-17
0雄大なカンチェンジュンガの展望とネパールの

休日                        77- 18
0ガ ンジス川を下る          77-19
●ヒマラヤの高山植物を求めて    77-20
0イ ンド亜大陸サイクリングの旅   77-21
・ アララット山 (ト ルコ)と ダマバンド山 (イ ラ

ン)                  77- 21
0ア フガニスタンの旅        77-23
・ モンゴルの旅           77-24
●シルクロードの冬         77-24
・ H&S計 画の企画と実行について  77-22
≪H&S計 画≫カンチェンジュ/ガ遠征計画

78- 1
01980年 カンチェンジュンガ遠征計画 78- 6
01981年 カンチェンジュンガ遠征隊  78- 7
≪H&S計 画>プ レカンチ計画    78- 9

カラコルム、バツーラⅡ峰登山

≪H&S計 画≫ヒマラヤ登山学校 1978年 78-15
ヒマラヤ登山学校 ガルワール隊  78-16

″    カシミール隊  78-18
ヒマラヤ登山学校今後の計画 (案) 78-19

≪H&S計 画≫キャラバン計画、中央アジアとシ
ルクロードー周       78- 19

・ H&S理 事会議要旨        81-18
(b)そ の 他
0協会役員のプロフィール 会長のまき 2-20

″     副会長のまき 11-228
0ヒ マラヤの旅を終えて 会長柴田金之助 3-26
0羽 田をあとに      柴田金之助 3-27

-39-

・第 1回 ヒマラヤの旅参加者 (24名 )

・       ″      :行 動表    3-28
0第 1回 ヒマラヤの旅、感想・反省・希望  3-45
0第 1回 ヒマラヤの旅、インドヘむかう(協会宛

の便 りから)     柴田金之助 4-58
●ヒマラヤに山岳ホテル計画 新聞切抜  4-76
0ヒ マラヤヘ        山と雪切抜  4‐ 76
・ 西ネパールの親日家イ ンドラマン・ セルチャン

来日                          5- 88

・ インドラマン 0セルチャン(IoM[。 Sherchan)

氏の日程                  5- 94
・ ヒンズークシ踏査隊―出発-     6-96
0イ ンドラマン・ セルチャン氏帰国    6-119
0さ よなら日本、ありがとう日本のみなさん

I.M.セ ルチ ャン 6-121
●ヒンズークシ踏査隊成果をあげて帰国 7-124
0ア フガニスタソ通信 その 1～ 3   7-125
0新しい年には新しいことを

会長柴田金之助 8-144
・ 訃報、故 梶本徳次郎        8-155
0協会カトマンズ事務所開設      8-158
0第 3回 ヒマラヤの旅、ネパール成功裡に終る

9-169
0カ トマンズ●ポカラ 0カ プールの協会装備の貸

出し 9-184,10-204,13-312,16-440,18-509
0+万円台でヒマラヤヘ 協会創立 5周年記念行
事計画 (:栞D          9-186,10-217
0東京事務所オープン         10-188
0ミ ール●サミールヘむかって

中京山岳会隊 11-220

・ ミール・サミール登頂 (5,809米 )

HAJJ後援中京山岳会名城大学山岳部合同隊

12-256
0ア フガニスタン便 りその 1～ 5    12-257
0キ ラン君来日           12-290
・ 年間会費制度について-46年度から 13-298
0ハ スナイン博士を迎えて―カシミール・ ヒマラ

ヤの話-              14-314
・北海道地方HAAJの皆さんへ

阿部  淳 14-323
●アンケート集計結果報告      14-325
0      ″      (1追加分 ) 14-369



●ヒマラヤ遠征を計画中の隊 (1971年 )

稲田 定重 14-350
・ 第 5回 ヒマラヤの旅 (ネ パール )帰国 15-358
0協会の体質改善   会長柴田金之助 16-416
0研究会々員募集          16-421
・ 最近の新聞より           16-422
・ 海外登山技術研究会(第9回 )開催さる 16-448

・ 第 2回 ヒンズークシ会議も開催さる 16-448
0人、その意見 宮原 進  新聞切抜 16-460
0日 本山岳協会に加盟なる      17-483
・ ネパール卓球団歓送会開かる(名古屋)18-500
●ヒマラヤトレッキング装備について一ヒマラヤ

バックA型、B型  岳人 287号より転載
沖  允人 18-524,19-549

・ さよなら。ノキラン君        19-532
0東京都山岳連盟総会報告      19-560
・ 協会の意図するもの 会長柴田金之助 20- 1
・ キラン●マ /● セルチャン君、ネパールヘ帰る

20-  5
0カ シミール登山隊出発       20- 7
・故 深田久弥氏の全集出版を望む

滝り|1   清 20- 22
0カ シミール・ ヒマラヤ登山隊(1971年)帰国

21-  1
0訃報、笹川広平氏 0前田光雄氏   21-26
0本協会々員坪川賢三氏の遭難について

橋本  広 21-33
・ ネパールあれこれ    竹沢 昭治 21-35
0史上最大のヒマラヤ・ ツアーHAAJ第 7回 ヒマ

ラヤの旅出発           22- 2
・ ネパールの青年がベンパルを求めています

藤江幾太郎 22- 3
・ ヒンズークシュ会議開催さる。/   22-27

・ ダージリンとマナリにHAAJ連絡所開設

23-  1

・ 正月のネパール 0ヒ マラヤの旅成功裡に終る

23-  2

・ コーリ氏ヒマラヤ講演会盛大に行なわれる

23- 10
●ヒマラヤデポ装備の貸出しについて  23-35
・第 10回 日山協海外登山研究会開催さる23-32

・前ネパール国王追悼式   新聞切抜 23-32

●ヒマラヤ写真展盛大におこなわれる 24- 1
0カ シミールの英文文献をお分けします 24-14

・ バンジャブ・ ヒマラヤ登山隊出発   25- 3
・第 1回東京都山岳連盟海外登山研究会報告

1972年 7月 1日             25-30
01973年 日本ヒマラヤ山岳協会カンジロパ遠征

隊計画              26- 1
0ミ ニ・ ニュース ブータン国王死去 (朝日新聞
切抜 )               26-17
017歳の国王に全権を与える(朝 日新聞切抜 )

27-  5

・ HAAJカ ンジロバ遠征隊のご紹介
阿部  淳 27- 6

01973年 日本ヒマラヤ山岳協会カンジロバ遠征

隊計画               27- 7
・ 1973年日本ヒマラヤ山岳協会遠征隊ニュース

28-  3
0HAAJカ シミール登山一報告とお礼

千葉 良正 28-11
01973年日本ヒマラヤ山岳協会カンジロバ遠征

隊出発              29- 1
・ ネパール・ ヒマフヤ ラムジュン・ ヒマール

(6,983m)登 山計画        32-14
01974年 ポスト、ラムジュノ・ ヒマール(6,983

m)遠征計画について        33-12
・ HAAJ KASHIMIR TOUR概要報告 38-1
01975年インドヒマラヤ遠征計画を進めるにあ

たって         事務局  40- 1
・ ニューデリーにHAAJ事 務所開設  40-44
・ アッサム研究会を作りませんか

藤井  毅 41-14
・ HAAJ会 費の値上げについて   42-12
・ デリー・ デポ、トレッキング装備 (一般貸出し

用 )               42-16
01975年日本、インド合同カシミール遠征

42- 22

0HAAJガ ルワール●ヒマラヤ遠征隊計画
43-  7

0北海道地区・最近の話題 阿部  淳 43-13
0カ シミール・ラダック写真展開催さる 44-20

″      を見る
植竹 清孝 44-21
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・ 第4回 日本ネパール研究学会開催         ・ 中部地区小登山・報告       81-18
岩水 竜峰 47-12   0ヌ ン登頂報告会 (名古屋 )     85-13

・ HAAJ創 立 10周年を迎えて          0社 団法人日本ヒマラヤ協会設立にともなう財務

会長柴田金之助 50- 1   上の御協力依頼について (お願い ) 85-19
0第 7回 ヒンズークシ・ カラコルム会議開かれる   0日 本ヒマラヤ協会々則の変更     85-20

沖  允人 50-10   0専 務理事就任にあたって tt創造するヒマラヤ
・写真展「ネパールで出会った人たち」        へ "          稲田 定重 86-27

植竹 清孝 53-13   0日 本ヒマラヤ協会定款       86-30
0N・ K,GOH隊報告会開く      54- 3   0｀ 創造するヒマラヤ "をめざすHAJの 組織と
・専務理事就任にあたって 岩水 竜峰 56- 1   運営                89-18
・最近のカンジロバヘの隊概要           ・転機にあたり全幅の御支援を

「岩と雪」 49号より 60- 4                柴田金之助 93- 1
●(tヒ マラヤ山荘 "オープン アッサム農業大ボ   ・ 森田勇造講演報告          91-31
-ラ 博士を囲んで    沖  允人 61-12   01981年 カンチェンジュンガ縦走計画について
0第 8回 H・ K・ T会議開催さる    63-14                      93-28
0朝 日ゼミナール「 シルクロード」を受講して    01979ヒ マラヤ登山学校 未知なる氷河の山=

鈴木 康志 67-10   キャシー ドラル6,400m隊 長山倉洋-94-10
0日 本大学ヌーリスタン踏査隊報告会        ・ セミナートレッキング隊の準備順調  95-24

鈴木 康志 67-12   ・ HAJ新 事務所開設        97- 6
・ HAJア フガニスタン隊・その後         ・都岳連海外登山研究会を開催    97- 6

佐藤  優 67-17   ・ HAJの 会章決まる./ヒ マラヤの空に・…・・
●「ヒマラヤの彼方へ」講演と映画の会、盛大に    会章のこと       斉藤  豊 97-15
各地で開く            71- 8   0カ ンチェンジュンガ隊富士山で合宿  98- 6
・≪映画解説≫秘境ヒマラヤ     71- 9   01980年 のインド0ヒ マラヤ     99- 4
・ ハラムク山群一周一現地だより          ●カンチェ/ジ ュンガ縦走計画

西村 和夫 72- 9           HAJ特 別事業委員会 99- 8
・ HAJ北海道通信                 ・「ヒマラヤ」主要目次(第 1号～第10号)11-252

北海道グループ世話人会 72-15      ″     (第 11号～第20号)19-571

・ ヒゲ爺さんの夢―バミールに旅立った前田清さ       ″      (第 21号～第50号)5∈ 11
ん      レポーター村井  葵 74-15       ″      (第 51号～第60号)6∈ 17
・東京都山岳連盟海外登山研究会報告            ″     (第 61号～第70号)71-17

植竹 清孝 74-19       ″      (第 71号～第80号)81-33
0バ ンチェン●ラマ健在 政協第 5期全国会議に   __
出席          79-1l H 会 務
・ アジア・ エートス研究会参加報告         (a)総 会・ 理事会

岩水 竜峰 79-16  ≪総 会≫
鸞社団法人日本ヒマラヤ協会設立のために≫    ・ 43年度総会開かれる  (S.43.12.1)3-51
・ その 1 社団法人とは  稲田 定重 79-26   ・ 昭和 43年度会計報告        7-141
・ その2 法人格を持つことの意義             ″    監査報告(S.44.7.25)7-142

稲田 定重 81-32   0昭 和 44年度総会報告  (S.44.2.28)10-206
。その 3 法人化の条件づ くり           ・ ″ 45   ″    (S.45.7.25)12-288

稲田 定重 83-17   ・ ″ 46   〃    (S.46.4.8)18-523
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・ 47年度HAAJ総会報告(S.47.3.26)24-17

・ 理事会および総会報告 (S.47.9。 23)27-19
0昭和 48年度総会報告 (S.48.4.12)30- 29
0 ″ 49   ″    (S.49.3.31)36-  1
0昭和 50年度: ″    (S.50.4.12)43-  2

・秋のHAAJ総会・親睦登山報告

(S.50.10.10～ 12) 49- 12

0糸窓会幸長告           (S.51. 4. 4)55-  3

・ HAJ昭和 51年度総会報告

(S.52.11.27)74- 20

0 HAJ昭和 51年度一般会計報告および昭和 52

年度予算             76-10
・ HAJ昭和 51年度事業報告ならびに52年度事

業計画               76-16
・ HAJ昭和 51年度特別会計報告   76-17
・ 日本ヒマラヤ協会 (HAJ)     85-20
総会概要報告

・昭和 53年度通常総会報告

(S.53.10.29)86- 20

0社団法人日本ヒマラヤ山岳協会設立報告

(S.53.10.29)86-28
0昭和 53年度通常会員総会報告

(S.54. 4. 1)91- 24

≪理事会・ その他>
・理事会  沖 允人  (S.44.3.1)3-53
0理事会報告      (S.44.10.3)8-163
・    ″             (S.46.9.23)13-297
0    ″             (IS.46. 1.30)15-363

0第 1回 HAAJイ ンドヒマラヤ実行委員会
(要旨)       (S.50.7.12)46-13
・ 第 2回       ″

(S.50.10.11)49- 15

0第 5回 HAJヒ マラヤ遠征委員会要旨
(S.51.4.4)56- 15

0HAJ理 事会報告  沖 允人
(S.51.10,9)61- 19

0第 6回 HAJヒ マラヤ実行委員会報告
(S.51.10.10)61- 19

0東京理事会報告    (S.53.2.2)78-19
0常任理事会報告    (S.53.1.21)79-17
・理事会報告      (S.53.5.7)81-13
・第 1回常務理事会報告 (S.53.12.23)89-21

・理事会報告      (S.54.3.31)91-30
・ 昭和 54年度評議員会報告

(S.54.4. 1)91- 30

(b)集 会・ 研究会

≪集会報告≫

(北海道地区 )

・盛会だったヒマラヤ映画会―札幌―

(S.44.8.26)7-139
●ヒマラヤを語る会   (S.45.8.25)12-262
●ヒマラヤ集会     (S.45.12.14)15-368

・第 4回 ヒマラヤ集会  (S.46.3.16)17-494

・ 第 5巨l   ″     (S.46.5.5)19-559
0第 6回    ″      (S.46.6.28)21- 34
0'育 7回    ″       (S.47. 2.25)23- 37
0;海 81亘]    ″        (S.47. 6.20)25- 28

0;湾191亘]    ″        (S。 47. 9.12)29- 28

・ 第10回   ″    (S.47.12.4)″
・ 第11回    ″     (S.48.1.27) ″

・ HHAJカ ンジロバ遠征隊を送る会

(S.48.3.2)30-26
0第 13回 ヒマラヤ集会  (S.48.9.28)33-12
●ヒマラヤ集会     (S.49.1.28)35-30
・     ″             (S.49. 2.18)  ″

・     ″           (S.52. 4.25)72- 16

・     ″             (S.52. 6. 6)72- 17
0     ″            (S.53.2. 6)83- 20

・     ″           (S.53.4. 1)  ″

・     ″           (S.53.4.10)  ″

・     ″            (S.53.6.26)  ″

・ 札幌 ヒマラヤ集会    (S.54.1.21)89-20

(東京地区 )

0ヒ マラヤを語る会   (S.45.10.3)13-299
●ヒマラヤ集会一カシミールとラダックの山々一

15-368
0ヒ マラヤ集会     (S.46.12.7)22-27
0第 1回 定例ヒマラヤ集会(s.47.2.3)23-37
0第 2回   ″     (S。 47.3.2) ″

・ 第 3回    ″     (S.47.4.6)24- 15
0第 4回    ″      (S.47.5.11)25- 25

・ ;潟15Fヨ|    ″       (s。 47.6. 1)  ″

・多倉161亘l    ″        (S.47.7. 6)  ″

0,「
・
71亘1    ″        (S。 47.8. 2)26- 20
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・第 8回定例ヒマラヤ集会(S.47.9.7)27-21   0
0第 9回    ″    (S.47.10.5)27-22   ・
・ 第10回    ″     (S.47.11.9)28- 20    0
0第 11回    ″   (S.47.12.7)28-20
0第 12回    ″    (S.48.1.20)29-27   0
0第 13回     ″     (S.48.3.9)29- 28   ・
03富 15回     ″     (S。 48.4.11)30- 26
・第16回    ″   (S,48.513)30-28   ・
0第 17回    ″   (S.48.6.13)31-20   ・
0第 18回    ″   (S.48.7.11) ″

・第21回    ″    (S。 48.10.11)33- 4   0
0ヒ マラヤ集会(S.50.4.9)    43-'14   ・
・    ″   (S.52.4.8)     68- 11   ・
・    ″   (S.52.6.23)     70- 15    ・
金子民雄 .Sushil Dahiya講 演

・     ″    (S.53. 2.19)       79-  9     0
ペマ ●ギャルポ講演

・    ″    (S.53.12. 4)       79- 17    ・
0    ″    (S.53. 3.20)       81- 14    (
0    ″    (S.53. 4.20)         ″       0

0     ″    (S.53. 6.20)       83- 20     0
0     ″    (S.53. 7.20)         ″       ・

(名古屋地区 〕

・第 1回親睦登山報告 (S.44.10。 10～ 12)      0

増田 秀穂  8-145
0ヒ マラヤを語る会 (S.45.9.23)  13-297   0
●ヒマラヤ集会 (S.46.3.26)    17-495  0
0   ″  (S.46.12.4)    22-27   0
0第 1回定例 ヒマラヤ集会 (S.47.5.18)25-26

・ 第 2回    ″    (S.47.6.15)25-27   ・
・ 第 3回    ″     (S。 47.7.13) ″      ・
0ヒ マラヤ集会 (S.47.8.31)    26-20  0
・    ″   (S.47.10.12)     27-20   0
0    ″   (S.47.12.14)      28- 20
0    ″   (S.48. 1.25)      29- 27    0

・     ″    (S.48. 2. 8)          ″

・    ″    (S.48. 3. 8)       29- 28    0
0     ″    (S.48. 5.14)       30- 28     0
0     ″    (S.48. 6.22)       31- 20     0
0    ″    (S.48. 7.12)         ″       ・

・     ″    (S.50. 6.13)       45- 16     ・

・    ″    (S.50. 8. 3)       47- 28    0
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ヒマラヤ集会 (S.50.11.4)     50- 5
″   (S.51.4.9)      56- 18
″   (S.51.4.25)        ″
″    (S.51. 5.11)        57-  9
″    (S.51. 6.11)        58- 14

第 2回親睦登山 (S.5173～ 5)御岳―濁沢温泉

より          沖  高行 59-12
ヒヤラヤ集会 (S.51.7.3～ 5)   59-13
″  (S.51.7.9)       ″
″    (S.51.             63- 14
″    (S.52.2. 4)        67- 13
″    (S.52.5,7)        68- 11

山行報告 五月の富士  佐藤  猛 70-15
ヒマヤラ集会 (S.53.2.17)    79- 7

岩水竜峰講演

″    (S.52. 9. 9)       79- 17
″    (S.52.12. 9)         ″

″    (S.53. 3.10)         ″

その,他の地区 )

京都ヒマラヤ集会 (S.46.2.4)  16-442
″       (S.50. 6.28)     45- 16
″       (S.53. 2.24)     79-  6

井ノロ泰淳講演

大阪ヒマラヤ集会 (S.44.11.26)   8-163
″    (S.46.3.28)   17-495
〃     (S.46.12.10)   22- 27
″      (S.47.10.13)    27- 20
″      (S.50. 3.30)    43- 14

盛岡ヒマラヤ集会 (S.46.5.1)  18-529
秋田ヒマラヤ集会 (S.46.5。 2)  18-530

富士山ヒマラヤ集会 (S.46.9.25～ 26)21- 7

宇都官ヒマラヤ集会 (S.47.8.19～ 20)27-20
山形 ヒマラヤ集会第 1回連絡会

(S.47.9.29)   27- 20

第 1回山形ヒマラヤ集会

(S.47.11.4´ ヽ́5)28- 20

山形ヒマラヤ集会 (S.54.2.20)  90-22
九州ヒマラヤ集会 (S.47.10.15)  27-20
″    (S.48.9.24)   33- 4

富山ヒマラヤ集会 (S.48.3.10)  30-26
″   (S。 48.9.15～ 16)33- 1

広島ヒマラヤ集会 (S.48.9.22)  33- 4



・ IIAAJカ シミール集会報告―カシミール州観

光大臣をむかえて-         38- 2

・ 長野 ヒマラヤ集会 (S.49.10.12～ 13)39- 3

・       ″     (S.53.12. 3)    79- 17

・八戸  ″  (S.49.11.30～ 12.lxO-36
0八 ケ岳 ヒマラヤ集会 (S.51.10.9～ 11)61-18
・岐阜 ヒマラヤ集会 (S.52.4.9)  68-11
・     ″   (S.52.7.8)   70- 14
0     ″    (S.53.10.23)   79- 17
・東北 ヒマラヤ集会 (S.52.6.12～ 13)70-14
・ 群馬   〃   (S.53.10.14)   85- 13
0酒田  〃   (S.53.12.9～ 10)89-20
0仙 台ヽ   ″   (S.54.1.20)    〃

・ 福井  〃   (S.54.1.20～ 21) 〃

・近畿地区 ヒマラヤ集会 (S.54.2.19) 90-22

・  ″       ″     (S.54.9.9)   96- 19

・水戸ヒマラヤ集会 (S.54.4.8)  91-31
・福島  〃   (S.54.5.26)  93-26
(ビスタリ・ クラブ )

・≪ Japan Bistari Club発 足≫      29- 38
0日 本 ビスタリ・ クラブ初会合

(S.48.3.15)30- 27

・ HAJO日 本ビスタリ0ク ラブ第 2回集会

(S.48.10.6～ 7)34- 30
・  ″    ″     ″ 第 3回集会

(S.49.6.8´ヽ́9)  37- 23

・  ″    ″     ″ 第 4回集会

(S.50.5.3～′5)  44-  4
0第 5回 ビスタリ0ク ラブ集会

(S.51.5.29′ ヽ́30)  57- 16

・第 6回   ″   ″

(S.52.6.4～ 5)    70- 14
0第 7回   ″   ″

(S.536.3～ 4)  83- 18
0第 8回   〃   ″

(S.54.9.22´ ヽ́23)  97-  6

≪研 究 会>
0第 1回東北 ヒマラヤ研究会報告

(S.46.6.5～ 6)  19-560
・東北 ヒマラヤ研究会を終えて

稲田 定重 20- 7
・第 2回東北 ヒマラヤ研究会報告

(S。 47.6.17～ 18)  25-  1

・ 第 3回東北 ヒマラヤ研究会報告

(S.48.6.9´ヽ́10)  31-  3
0第 4回東日本    ″

(S.49.6.2～ 3)  37- 1
・ 第 5回東 日本ヒマラヤ研究会の終了にあたって

加賀  勝 45- 6
・ 第 6回      ″

(S.51.6.26´ ヽ́27)  58-  4

・ 第 7回     ″    (秋 田 )概報
(S.52.6.25´ ヽ́26)  76- 18

0第 8回東 日本ヒマラヤ研究会概況報告

(S.53.5.20～ 21) 83- 10
0長野 ヒマラヤ研究会(S.47.9.23～ 24)27-17
・ ネパール・ ヒマラヤ研究集会報告   95- 7
(1)札幌研究集会 (S.54.8.6)

(2)仙 台  〃 (S.54.8.8)
(3)福岡  ″ (S.54.8.11)
(4)大阪   ″ (S.54.8.12)
(5)東京|   〃 (S.54.88.14)
0日 本 ヒマラヤ会議報告 (山形 )

(S.54.12.8´ ′ヽ9)   99- 14

鸞専問委員会≫

・ Bhut加 研究会NwsNQl浜   厳 21-34
・    ″       ″  N。 2     〃    22-  3
0    ″       〃  NQ 3     ″    23- 19
●ブータン研究会開催さる (S.47.3.25)24-16

・ Bhutan研究会News NQ4～ 6浜 厳 27- 8
・    ″       〃   NQ 7      ″   28- 25
0    〃       ″   Nh 8      〃  29- 16

・    ″       ″   NQ 9～ 11  ″   30- 28
0     ″         ″    NQ 12       ″   31- 12
0ブータ /研究会から   矢野 郁雄 57- 6
0ブータン研究会報告―ソナム・ D・ ツエリン氏

を囲んで             81-19
・ ラグック研究会―その後-     23-20
0        〃                      24- 16

″  一ハスナイン博士を囲んで一

(S.48.1.14^‐ 15)  29- 20
0ラ ダック研究会          30-21
0 Expedition News NQ l 稲田 定重 29-18
0 EtteditiOn研  親睦春山山行報告と感想
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29- 24
0 Ex"di tiOn研 第 1回研究会報告

稲田 定重 29-24
・    ″     News NQ 2      ″    3()- 34
0          News NQ 3      ″    31- 15
0 HAAJの専問研究会 =1=EtteditiOn研 究会

43- 13

・ E,印editiOグループ研究会一体質改善、遠征

の方向などを決定          54-14
0E⊇editiOn研 究会会員募集     56-18
°          ″                 57- 10

・ EtteditiOn研 究会だより      63-13
°          ″                 66- 15
0チペット研究会入会のご案内    23-20
・           〃                  24- 16

・ 研究会だより(ラ ダック研、チベ ット研、ブー

タン研、 ワハン研 )           26- 12
●アッサム研究会だより        59-16
・ 研究会だよリー東部ヒマラヤ研究会  60- 2
0   ″  ―地図研究会     63-13
・    ″    ―   ″            66- 15
0専問委員会の動き         89-21

いしくら印刷から

知的生活のすすめ

〒364 北本市宮内3-246

□自費出版
俳句・短歌・詩・小説・随筆・文集・機関誌

論文集・旅行記・写真集・自叙伝・家訓

我家の記録・我人生・簡言集・語録 。遺稿集

追悼文集・等々……

■自分の原稿が活字になった本を手にしたときの
感 慨 はす ば ら しい 。

この知的生活の充実感をあなただけに・………

編集・レイアウト・写真撮影・補筆・造本企画に

いしくら印刷の長年つちかわれた

豊富な経験と作業知識がきっとお役にたちます。

いしくらE口昴」a口485-44-4026(代 )

一コ
．『５
′

Ｌ
コ
″
日
、４一

■４
一
５８４０

用
号
専
番フアクシミリ
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ヘディン探検紀行全集

別巻
102

全15暮 /別巻2漬田杢施
。長
4P修

カラコルム探検史 {キ}
上巻  水野 勉訳 /下巻 雁部貞大訳

ヘテ ィンの 大著『南チベ ノ |｀ 』 (全 12巻 )よ り最 も興味深い第 7巻 の「カ

ラコルム探検 史」 を別巻 として全集に加 えた.束西 文化の通路に ヽ
'ち
塞か

るヵラコルムの山 1静也||十 について, これほ ど詳細な報イ
=書
は 1也に類(を みな

い。 ヒマ ラヤ研究 者に とって も必読 の書。 (挿 人地図 24菓 )

A5判 (上巻 )384頁 ¥3800/(下 巻 )380頁 ¥3800

白本社

ヒ マ ラ ヤ の 高 峰
全 3巻 深田久弥著  翻 肇 鱚

訪多栄′哉

ヒ マ ラ ヤ ーその探検 と登山の歴史―
(第 2版 )名 誤 :||イ 嘉 ξ

`沢

ヒマラヤー第二の極地 編′浜螺、・オスカーディーレンフルト

ヒマラヤ紀行  ジョセフ・グルトン・フーカー著薬師経 `沢
処女峰アンナブルナ層黎

八〇〇〇米
臨

|り

lil干
ルゾーグ著

ジャヌー北壁         ′jヽ西政継著

小西政継ロック・クライミングの本

各
¥5800

¥4000

¥3200

¥5800

¥1400

¥1800

¥1400

束ガて,ll IIl′ j、 川IⅢ]3--24
す辰オヽ lII卒 東,(9--33228
ft,f  03--291 7811

遥かなる高みへ′
ジャイ。ヒマラヤトレッキング
ぬけるような青空 を′` ノクにそびえる白き神々の座

トレッキンクの旅は私たちの心を洗 ってくれるのです。

出発 日 9月 22日 よ り毎週 土 曜 日
コース 、lヽエヘレスト .2)ア ンナプルナとダウラギリ 0)」 ―キョ

●アンナプルナBC C.ゴサインクンドとランタン
6・ フリートレノキング(ご希望のコースをアレンジします

,

10日 間……¥242,000 15日 間……¥258,∞ 0
17日 間……¥282,oo0 22日 間……¥305000

ジャイヒマラヤハードトレッキング
●パルチャモ(6282m)
22日 間  ¥398,000   1

●カングデ(6194m)
22日 間  ¥398,000

0テ ントピーク(5500m)
26日 間  ¥408,000
各定 員 6名 .(ヵ イ ト同行 酸

出発日

。西アフリカと大サハラ
20日 間 ¥895,000 12月 29日発

・砂漠の国ラジャスタン,路駐キャラバン
14日 間 ¥365,000 12月 23日 発

0ラ ジャスタ /の騎駐祭り
10日 間 ¥328,000 11月  1日 発

・ シッキムとアッサム

14日 間 ¥369,000 12月 24日 発
・ 秘境ブータン

9日 間 ¥398,000 12月 29日 発
・黄金の三角地帯
7日 間 ¥210,000 10月  6日 発

11月 3日 発

販売 :い西遊旅行十閉山と浬谷社
主催 :(株)ト ラベ ル 日本
運輸大臣登録旅行業第67号  取扱主任者 迫田健路

G>塞証あ遊旅行

出発 日

出発 日

10月 6日

12月 23日

12月 27日

ネパールヒマラヤ・ライトエキスペデイション

トレ ノキングで登れる18座 の山々への小遠征隊のアレ
ンジを

いたします。79年 プレは 6隊のお世話をしました。出発日、

費用等はご希望に応 じてご相談をうけたまわります
ので当社

までお問い合せ下さい。なお、当社ではインドヒ
マラヤ登山

隊の許可申請、現地手配等のアレンジもぃたしております。

ノ マラヤ・トレッ ノ

13日 間
申込締切

¥495,000  1士

"モ

日 10月 6日
日  7月

〒 112東 京都文 京区後 楽 1--1-17
=ヨ
,03・ 815 ・5391～3
(担 当 石 川 、伊 丹 、沢上 )

運 輸 大 臣登録 旅行業代理 店 業 1976号

くヽを

バ
-46-



ヒマラヤヘの装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

(|→ひ
。新宿登山本店 /〒 160東京都新宿区百人町2-2-3803(208)6601代 )

●新宿西日店/〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-フ 803(346)0301

0水道橋ハードギアショップ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-14803(264)5575

0水道橋ソフトウェアシヨンプ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-6● 03(264)8901
●大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町10580273(27)2397

●ICI通販部/〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ビル内a03(200)7219

スキー

山用品本店

テニス用呂

大久保通リ

スソサッカー・|"凛用品

E三コ
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ヒマラヤとアルプスヘの登山は、名古屋の科井 (HAJ会 員)ま で、お問い合わせ下さい。

名古屋●中村区名駅四丁目7 35ホテルニューナコヤ 747号室 〒450● 052)583-0747

二:戸「属■5可1ノ
京

浜
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大

神

福

世界の40都市 をネッ トする一
0千代田区有楽町日比谷パークビル  〒100a(03)214イ 631
0中区常磐1-2関内日本ビル    〒231a(045)651■ 874
0東区備後町松豊ビル        〒5418(06)264-17酔
●葺合区布引2-1-3新 布引ビル  〒651● (078)222-1919
0博多区博多駅前1-3マ 1八重州ビル 〒8128(092)471イ 172
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